
す）

古紙配合率70％再生紙を使用しています� 大豆インクを使用しています�

■
ご
み
処
理
場
へ
の

直
接
搬
入
も
で
き
ま
す

年
末
は
、
12
月
31
日
b
正
午
ま

で
受
け
入
れ
し
ま
す
（
事
業
系
の

ご
み
は
「
燃
や
す
ご
み
」
の
み
）。

●

寿
事
業
所
1
24
・
２
８
３
８

（
寿
３
の
６
の
１
）

・
受
け
入
れ
る
ご
み
の
種
類

「
燃
や
す
ご
み
」
の
み

●

鳥
越
事
業
所
1
47
・
１
１
０
０

（
三
島
郡
三
島
町
大
字
鳥
越
２
８

１
８
）

・
受
け
入
れ
る
ご
み
の
種
類

「
燃
や
す
ご
み
」、「
燃
や
さ
な
い
ご

み
」、「
粗
大
ご
み
」

■
「
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
の
「
び

ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
の
直

接
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。
１
月
の

回
収
日
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

■
ご
み
収
集
は
12
月
29
日
g

ま
で
平
常
ど
お
り
で
す

成長すると高さ10m以上になる
高木で、河川敷などに多く見られ
る。種子は食用にされる。
秋に落葉した後の枝を観察する

と、軟らかい毛の生えた、来春に
開く葉の芽（冬芽）が付いている。
その下にある、動物の顔のような
模様は葉が落ちた後（葉痕）であ
る。目や口のように見えるのは、
葉と幹の間を水分や養分が行き来
した管の跡である。
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シリーズ� 防　災�防　災�防　災�８�

今月は、長岡市の震災対策物
資の備蓄や供給についてお伝え
します。

震災対策物資の備蓄は
市民と行政が協働で

市では、震災発生時に食料や
生活必需品を迅速に供給するた
め①市民に用意してもらうもの
②市が蓄えておくもの③流通備
蓄（必要な品物が常に市場に流
通しているため備蓄せずに、災
害発生時に届けてもらうよう業
者と協定を結んであるもの）で
対応するもの④県や広域市町村
からの応援により確保するもの、
に役割を分担することにしてい
ます。

市民のみなさんは、３日間生
き抜く用意を

「阪神淡路大震災」のような
大規模地震が発生した場合、地
震発生後３日間は「自分の命は
自分で守る」必要があります。
市民のみなさんは、地震発生後
の３日間を生き抜くために、貴
重品、応急医薬品、衣類、懐中
電灯、ラジオ、３日分の食料と

水を必ず準備するようにしてく
ださい。
その際、水は一日１リットル
を一人分の目安として蓄えてく
ださい。

市が用意するもの

市が用意するものは、医療救
護品、毛布、トイレなど個人で
は備蓄しにくいものや災害時に
持ち出せないものです。

流通備蓄と県・広域市町村か
らの応援で確保するもの

食料品や生活必需品などは、
市内の大型店などと「食料品等
の供給に関する協定」を結び、
万一のときに備えています。ま
た、県や広域の市町村にも応援
を要請し提供を受ける予定です。

担当=防災課139･2206

▲市は、毛布、簡易トイレ、エアー
テントなどの災害用物資の備蓄を計
画的にすすめています。

～地震が起きたら、あなたは何を持ち出しますか～

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

問
い
合
わ
せ
は
環
境
業
務
課
1
24
・
２
８
３
７

し尿のくみ取り
し尿のくみ取りは、12月28日

fまで受け付け、12月29日g～
１月３日eは、お休みします。
１月４日fからは、平常どお

り業務を行います。
なお、業務の混雑状況や降雪

状況により、申し込みからくみ
取りまで日数がかかる場合があ
りますので、早めにお申し込み
ください。
また、作業ができるように、

くみ取り口の除雪とくみ取り車
の駐車場所の確保にご協力をお
願いします。

申し込み＝環境業務課
1２４・９３１０
（くみ取り専用）

（   

　
　
　
　
　
　
）�
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）�

　
収
集
し
な
い
期
間
は
、
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
ご
み
を
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。�

期
日�

12／28�
f

1 ／ 4�
f

1 ／ 3�
e

30�
a

29�
g

「
燃
や
す
ご
み
」
が
月
水
金
の

地
区
は
、
こ
の
日
が
年
末
最
後

の
収
集
日
で
す
。�

平
常
ど
お
り�

「
燃
や
す
ご
み
」
が
火
木
土
の

地
区
は
、
こ
の
日
が
年
末
最
後

の
収
集
日
で
す
。�

平
常
ど
お
り�

平
常
ど
お
り�

休
　
　
　
み�

収 

集 

体 

制�



区
域
と
を
一
致
さ
せ
る

②
施
設
や
人
員
等
を
合
理
化
し
行
財
政

基
盤
を
強
化
す
る

③
地
方
自
治
を
推
進
す
る
た
め
自
治
体

の
権
限
を
強
化
す
る

等
の
目
的
が
あ
り
ま
す
。
特
に
③
に
つ

い
て
は
、
長
岡
地
域
の
場
合
、
仮
に
研
究

会
に
参
加
し
た
八
市
町
村
が
合
併
す
れ
ば

三
十
万
都
市
が
実
現
し
ま
す
。

こ
れ
は
、「
中
核
市
」（
左
図
参
照
）
の

規
模
に
な
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
そ
う

な
れ
ば
、
自
治
権
が
拡
充
さ
れ
地
方
自
治

の
強
力
な
推
進
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

中
核
市
が
実
現
す
れ
ば
、
中
越
地
域
発

展
の
原
動
力
に
な
る
で
し
ょ
う
。

長
岡
を
含
む
八
市
町
村
（
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
て
三
島
町
を
含
む
）
で
合
併
に
関

す
る
研
究
会
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
研
究
会
は
、
仮
に
合
併
す
る
と
し

た
場
合
の
目
的
、
そ
の
手
法
、
問
題
点
等

を
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

合
併
を
前
提
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
段
階
で
は
、
各
市
町
村
と
も
合
併

を
す
る
か
し
な
い
か
決
断
で
き
る
状
況
で

は
な
い
か
ら
で
す
。

合
併
特
例
法
（
下
欄
参
照
）
の
期
限
は

平
成
十
六
年
度
末
で
す
が
、
今
後
の
研
究

成
果
を
踏
ま
え
て
十
四
年
度
中
に
決
断
を

す
れ
ば
間
に
合
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
研
究
会
の
情
報
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
公
開
し
、
ご
意
見
を
お
聞
き
し
て
い

き
ま
す
。

研
究
会
の
目
的
は
何
？

合
併
に
は
、

①
広
域
化
し
た
市
民
の
生
活
圏
と
行
政

地
域
性
を
最
大
限
に
尊
重
し
た

合
併
を
模
索
し
ま
す

一
方
、
合
併
に
よ
り
こ
れ
ま
で
の
各
市

町
村
の
固
有
の
伝
統
や
文
化
な
ど
、
地
域

の
個
性
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
、
各
首
長
さ
ん
と
膝
を
交
え
て
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
地
域

に
対
す
る
愛
着
は
並
々
な
ら
な
い
も
の
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。

研
究
会
で
は
、
地
域
の
個
性
を
尊
重
し

た
合
併
の
手
法
に
つ
い
て
十
分
研
究
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
合
併
特
例
法
に
は
、
合
併
前

の
各
地
域
ご
と
に
「
地
域
審
議
会
」
を
設

置
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
公
共
料
金
や
各
種
の
補
助
制
度

な
ど
も
合
併
の
当
初
か
ら
統
一
し
な
く
て

も
良
い
場
合
も
あ
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
ら

を
十
分
に
検
討
し
て
、
各
市
町
村
の
個
性

を
最
大
限
に
尊
重
し
た
特
色
の
あ
る
合
併

の
手
法
を
研
究
し
て
み
た
い
と
希
望
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
合
併
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
県
お
よ
び
総
務
省
か
ら
も
全
面
的
に

応
援
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

市
町
村
合
併
研
究
会
の
発
足
に
つ
い
て
、

森
市
長
が
報
告
し
ま
す
。

3 2

長
岡
地
域

市
町
村
合
併
研
究
会
を

設
置
し
ま
し
た

▲長岡地域市町村合併研究会準備会（11月２日、長岡市役所で）
あいさつする森民夫市長。写真は左から、山古志村長、越路町長、小国

町長、栃尾市長、右から中之島町長、見附市長
研究会の名称は、「長岡地域市町村合併研究会」。長岡市を含む７市町村

で　構成。三島町がオブザーバーとして参加することが決まりました。
研究会の座長は森市長が、副座長は栃尾市長が務め、２カ月に１回程度

の会合を開く予定で、初会合は12月５日です。
研究会の趣旨と検討課題は、次のとおりです。

合併特例法　自主的な市町村合併を促すことが目的の法律で、
平成17年３月末までに合併した市町村には、財政
面の手厚い支援をはじめ、市町村合併を円滑に進
めるための各種の特例措置が盛り込まれています。

※　地域審議会　合併後のまちづくりに合併前の旧市町村の意
見を反映するため、旧市町村ごとに設置され
るもの。

※

見附市�

越
路
町�

山
古
志
村�

与
板
町�

中
之
島
町�

小
国
町�

栃尾市�

和島村�

出雲崎�
町�

三島町�

長岡市�

構成市町村は、
長岡市、見附市、栃尾市、

中之島町、越路町、
山古志村、小国町の
７市町村。
人口は、298,325 人。

オブザーバー参加の
三島町（人口、7,618 人）

を加えると人口30万人を超え
る（Ｈ12国勢調査人口）。

森市長の
市政報告

「市長への手紙」の専用はがきは
市役所１階の情報ラウンジのほか、
ながおか市民センター、各地区公
民館、図書館、体育館、高齢者セ
ンター、社会福祉センターなどに
備えてあります。
長岡市ホームページの「市長への
手紙」コーナーもご利用ください。
http://www.city.nagaoka.niigata.jp
FAXは３９・２２７２へどうぞ。

趣旨
①任意の研究会とする。途中の加入や脱退は拒まない。
②研究期間は、おおむね１年間とし、研究の成果を踏まえ、平成14
年度中に各自治体の自主的な判断により、次の段階へ進む。

検討課題
①合併の目的やメリット
②地域の個性尊重のあり方
③合併するとした場合に必要となるインフラ（都市基盤）等の整備
④合併するとした場合の課題の整理と解決策

長岡地域市町村合併研究会

中核市：住民の生活に密着した行政サー
ビスを総合的、一元的に提供できるよう
県の事務が大幅に市に移される。人口30
万人以上が条件

市町村合併 ―考えるヒント⑥―

～合併への取り組み状況は？～

合併協議会などの設置状況� （9月末現在）�

法定協議会�

任意協議会�

研究会など�

　合　計�

参　加　率�

協議会等の数�
全　　国� 県　　内�

30�

43�

251�

324

参加市町村数�

109�

198�

1,350�

1,657

協議会等の数�

0�

3�

12�

15

参加市町村数�

0�

22�

60�

82

51.4% 73.9%

※全国の市町村数3,224 県内の市町村数111

市町村合併への取り組みが、県内でも全国でも急速な
盛り上がりを見せています。
今回は合併議論を進めるうえで大切な場である合併協
議会などの設置状況をお知らせします。

全市町村の半数以上が合併を視野に【全国】
全国の市町村数は、3,224団体。９月末時点では、324
の合併協議会などが設置されています。参加している市
町村数は、1,657で、全市町村の51.4％にのぼります。
３月末時点の調査では、参加市町村数は607団体で、
全体の18.8％でしたので、この半年で３割以上の市町村
が何らかの調査研究組織に参加したことになります。
また、合併に向けて具体的な協議を進める法定協議会
に参加している関係市町村が3.4％、任意協議会が6.1％、
研究会などが41.9％となっています。
まだ、研究会段階の組織が多いとはいうものの、今後、
合併研究の進展とともに法定、任意協議会の割合が増加
していくことが予想されます。

県内では７割以上が参加【県内】
県内の市町村数は、1 1 1。９月末時点で合併協議会等
の設置は15、関係市町村数では県内の73.9％にあたる82
にのぼることがわかりました。
県内にはまだ、法定協議会はありませんが、任意協議
会に参加している関係市町村が1 9 . 8％、研究会などが
54.1％で、全国に比べ参加率が高いことから、県内の合
併議論はますます加速されることが予想されます。

（ ）１６



地方分権が進むと、国との関係が変わり、これま
でのように地方は国の指導を受けるのではなく、地
方の独自の判断が求められるようになります。判断
には責任が伴い、自治能力の向上が求められ、負担
も増大します。
また、自治体の判断で地域の事情に合わせた施策

などを進めやすくなりますので、自治体の能力差は、
そのまま自治体の格差につながります。
地方分権が進めば進むほど、自治体にはそれに対

応する能力の向上が求められます。合併は、自治体
の総合的な能力を強化する手
段として有効であるといわれ
ています。地方分権の進展と
ともに市町村合併の必要性が
高まるといえそうです。

豊
か
な
地
域
を

創
造
す
る
た
め
に

講
演
の
テ
ー
マ
は
、「
地
方
分
権

と
市
町
村
合
併
」
。
大
森
さ
ん
は

平
成
十
二
年
四
月
に
地
方
分
権
一

括
法
が
施
行
さ
れ
て
、
「
自
治
体

が
国
や
県
か
ら
与
え
ら
れ
た
仕
事

を
し
て
い
れ
ば
い
い
時
代
は
終
わ

っ
た
」、「
自
治
体
に
は
、
自
ら
条

例
を
制
定
し
、
運
用
す
る
と
い
う

自
己
責
任
が
発
生
し
た
。
本
当
に

地
域
の
こ
と
を
考
え
て
施
策
を
選

択
す
る
時
代
を
迎
え
、
携
わ
る
人

た
ち
に
は
緊
張
感
が
必
要
」
と
話

し
ま
し
た
。

な
ぜ
、
市
町
村
合
併
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合

（
十
三
市
町
村
で
構
成：

代
表
理
事
は
森
民
夫
長
岡
市
長
）
が
主
催
し
た
「
市

町
村
合
併
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
は
、
十
三
市
町
村
の
住
民
を
は
じ
め
、

議
会
の
議
員
、
市
町
村
職
員
な
ど
三
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

東
京
大
学
名
誉
教
授
・
大
森
彌

わ
た
る

さ
ん
の
講
演
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

議
会
に
つ
い
て
は
、
「
国
の
仕

事
を
首
長
が
委
任
を
受
け
て
や
る

と
い
う
仕
組
み
で
は
、
そ
の
仕
事

に
つ
い
て
は
、
議
会
は
関
与
で
き

ず
、
排
除
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
」

と
指
摘
。
こ
れ
ま
で
延
々
と
続
い

て
き
た
委
任
事
務
と
い
う
中
央
集

権
的
な
や
り
方
が
地
方
分
権
一
括

法
の
施
行
と
と
も
に
終
わ
り
、「
真

の
意
味
で
の
地
方
議
会
の
時
代
が

到
来
し
て
い
ま
す
」
と
紹
介
し
ま

し
た
。

大
森
さ
ん
は
、
「
地
方
分
権
に

よ
っ
て
自
治
体
は
、
自
治
の
可
能

性
が
拡
大
し
た
」
と
同
時
に
住
民

に
対
す
る
「
責
任
が
大
き
く
な
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

合
併
は

地
方
分
権
の
延
長
線
？

「
全
国
で
三
千
二
百
二
十
四
の

市
町
村
が
あ
り
、
そ
の
四
十
八
パ

ー
セ
ン
ト
が
人
口
一
万
人
未
満
。

三
万
人
未
満
を
含
め
る
と
七
十
八

パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
る
。

こ
う
し
た
小
さ
い
市
町
村
に
メ

リ
ッ
ト
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
動
き
や
す
い
、
住
民
の

顔
が
見
え
る
な
ど
…
。

し
か
し
、
現
実
は
、
市
町
村
は

ほ
ぼ
同
じ
仕
事
を
や
っ
て
い
て
、

ど
ん
な
小
さ
な
と
こ
ろ
で
も
首
長
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※地方分権一括法　平成12年４月施行。地方自治法の改正をはじめ、
475本の法律を一括して改正したもの。国と地方自治体の関係を「上
下・主従」から「対等・協力」にしたこと、「機関委任事務」を廃止し
たことで、「歴史的な改革」といわれています。

※

▲第２部　パネルディスカッションのようす（10月23日、長岡リリックホール）
左から　コーディネーター・鯉江康正さん（長岡大学助教授）、 パネラー・森民
夫長岡市長、茨城県鹿嶋市長・内田俊郎さん、燕三条青年会議所直前理事長・松
縄嘉彦さん、ネット13会長・鞍立常行さん　右はアドバイザーの大森彌さん

で
基
盤
を
強
化
で
き
れ
ば
、
そ
こ

へ
仕
事
を
下
ろ
そ
う
と
」
。
事
務

権
限
の
移
譲
に
は
、
地
方
分
権
を

担
う
能
力
が
必
要
と
大
森
さ
ん
は

指
摘
し
て
い
ま
す
。

お
金
を
か
け
れ
ば

い
い
仕
事
が
で
き
る
？

「
私
の
住
む
所
沢
市
は
人
口
お

よ
そ
三
十
三
万
人
。
人
口
一
人
当

た
り
い
く
ら
で
仕
事
を
し
て
い
る

か
、
予
算
を
人
口
で
割
り
算
す
る

と
、
年
に
二
十
四
万
円
か
か
っ
て

い
ま
す
。

長
岡
市
は
お
よ
そ
二
十
万
人
と

考
え
る
と
三
十
万
円
く
ら
い
で
し

ょ
う
か
。
埼
玉
県
内
で
は
、
こ
れ

が
百
五
十
万
円
か
か
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
お
金
を
か
け
た
か
ら

と
い
っ
て
、
い
い
仕
事
が
で
き
て

い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

現
実
、
仕
事
を
し
た
ら
お
金
が

か
か
る
の
で
す
が
、
そ
の
お
金
は

全
額
補
填て

ん

主
義
と
い
っ
て
、
国
が

地
方
に
再
配
分
し
て
き
ま
し
た
」

節
水
は
み
ん
な
で

取
り
組
ま
な
け
れ
ば

「
こ
の
制
度
に
は
、
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
し
た
が
、
財
政
状
況
が

厳
し
い
中
、
従
来
の
よ
う
に
国
が

手
助
け
し
て
は
く
れ
な
い
だ
ろ
う
」

と
大
森
さ
ん
は
指
摘
。
次
の
よ
う

な
例
え
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
都
市
で
は
、
夏
場
に
節
水
の

呼
び
か
け
が
あ
り
ま
す
。
み
ん
な

が
節
水
す
る
。
と
な
り
の
人
（
市

町
村
）
が
す
る
と
い
う
確
信
が
あ

れ
ば
す
る
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば

し
な
い
。
結
果
は
効
果
な
く
、
水

源
は
か
れ
ま
す
」

「
自
分
の
市
町
村
は
交
付
税
を

確
保
で
き
る
か
ら
、
こ
の
ま
ま
で

い
い
」
と
い
う
考
え
で
良
い
の
か
、

大
森
さ
ん
は
疑
問
を
投
げ
か
け
て

い
ま
す
。

真
剣
に
合
併
を
考
え
て

「
地
域
の
将
来
を
ど
う
す
る
か
。

国
で
は
、
都
市
と
農
山
漁
村
の
共

生
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

農
山
漁
村
を
担
う
新
し
い
自
治

体
の
し
く
み
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
合
併
は
、
単
に
財
政

効
率
論
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
に
愛
着
を
持
つ
住
民
を
育

て
、
住
民
の
生
き
る
道
を
考
え
、

住
民
の
意
思
を
把
握
し
て
、
ま
な

じ
り
を
決
し
て
、
真
剣
に
合
併
を

考
え
て
ほ
し
い
」
と
大
森
さ
ん
は

講
演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

さ
ん
が
い
て
、
議
会
が
あ
っ
て
、

職
員
が
い
て
…
」

大
森
さ
ん
は
、
国
の
考
え
を
次

の
よ
う
に
紹
介
し
ま
し
た
。

「
市
に
は
、
人
口
二
十
万
以
上

の
特
例
市
、
三
十
万
以
上
の
中
核

市
と
い
う
制
度
が
あ
り
、
ど
ん
ど

ん
市
の
権
限
が
強
化
さ
れ
る
方
向

に
向
か
っ
て
い
る
。

で
は
、
残
さ
れ
た
市
町
村
は
ど

う
な
る
？
国
は
何
と
か
ま
と
ま
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。
合
併

市
町
村
合
併
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

地
方
分
権
と
市
町
村
合
併

合併特例法は、財政事情が厳しい中、

最大限の財政支援策を盛り込んだもの

です。もし、延長するとすれば、いま

の支援策とは別の策を用意しなくては

なりませんから、それは無理でしょう。

合併特例法が延長されることは、な

いと思います。

第１部・基調講演の講師、第２部では、
アドバイザーを務めた。 ▲大森彌さん

（東京大学名誉教授）

合併特例法は平成１７年３月末が期限ですが、
延長はありませんか？

合併と地方分権との関係は？
新潟や上越に負けないよう
にという意識はあります。
ただ、財政の効率化や自分
の地域のことだけを考えるの
ではありません。
生活圏や経済圏など関係の
深い地域は、一つの行政体と
して力を発揮して行く以外に
中越地域の発展はない、とい
う考え方に尽きると思います。
地域の固有の文化や環境などを最大限に尊重し、地
域の自主性を生かした合併というものはありうると思
います。
各地域が培ってきたそれぞれの個性やエネルギーを
発揮しながら一緒になれれば、それが大きな力となっ
て、中越地域の発展につながると思います。

合併　長岡市の考え方は？

▲森民夫市長



バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

市
で
は
、
「
だ
れ
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
福
祉
と
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
第
二
次
新

長
岡
発
展
計
画
後
期
基
本
計
画
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
に
掲

げ
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
、
市
庁
舎
を
は
じ
め
と

す
る
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
進
め
、
利
用
者
に
や
さ
し
い

施
設
に
し
て
い
き
ま
す
。

利用者が携帯する小型受発信機から発信される電波を、庁
舎内の案内箇所に設置した装
置が受信し、音声で位置や行
き先を案内します。
小型受発信機は、市役所１
階の案内所に５台備え、必要
な人にお貸しします。

市
は
、
市
役
所
の
庁
舎
を
だ
れ

も
が
使
い
や
す
い
も
の
に
す
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
で
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
次
の
五
つ
の
設
備
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

●
音
声
標
識
ガ
イ
ド
装
置

●
触
知
図
案
内
板

視
覚
障
害
の
あ
る
人
に
安
心
し

て
市
庁
舎
を
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
音
声
標
識
ガ
イ
ド
装
置（
７

ペ
ー
ジ
参
照
）
を
導
入
し
、
音
声

で
施
設
の
案
内
を
行
い
ま
す
。
正

面
と
西
口
の
玄
関
や
一
階
の
案
内

所
、
ト
イ
レ
、
食
堂
の
あ
る
二
階

別
棟
入
口
、
各
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

前
の
十
三
カ
所
に
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
庁
舎
内
の
施
設
の
配
置

を
点
字
で
案
内
す
る
触

し
ょ
く

知ち

図ず

案
内

板
も
正
面
玄
関
（
音
声
案
内
つ
き
）

と
二
階
の
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
ま
す
。

ど
ち
ら
も
十
二
月
中
旬
か
ら
利

用
で
き
ま
す
。

●
正
面
玄
関
ス
ロ
ー
プ
の
屋
根

●
正
面
玄
関
階
段
の
手
す
り

●
庁
舎
前
歩
道
の
雁
木

高
齢
者
や
車
い
す
の
利
用
者
が

庁
舎
に
出
入
り
す
る
と
き
に
利
用

す
る
、
正
面
玄
関
の
ス
ロ
ー
プ
に

屋
根
を
設
置
し
ま
す
。

さ
ら
に
庁
舎
前
駐
車
場
と
庁
舎

の
間
の
南
側
歩
道
に
は
、
長
さ
五

十
七
メ
ー
ト
ル
の
雁が

ん

木ぎ

を
設
置
。

そ
れ
ぞ
れ
、
雨
天
や
降
雪
時
の
通

行
を
快
適
に
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
の
西
口
玄
関
に

続
き
、
正
面
玄
関
の
階
段
に
も
手

す
り
を
設
置
し
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
十
二
月
中
旬
に
完

成
の
予
定
で
す
。
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長岡市を訪れる観光客や市民からの依頼を受け、観
光史跡などを案内する観光ボランティアガイド。ただ
いま、23人がガイドとして活躍しています。
今月はその一人、「長岡観光ボランティアガイドの

会」の渡邉静江さんにお話を
伺いました。

◇　　　　　◇
私がみなさんをご案内する
ときに心がけているのは、お
客さんのニーズに合った話を
できるだけわかりやすく、心
が伝わるようにていねいに話
すことです。そんな心のおも
てなしを大切にすることで、

「また長岡を訪れたい」とか「また案内してもらいた
い」と思っていただければうれしいですね。
ＪＲ長岡駅の観光案内所での土・日・祝日の案内に

も私たちが当たっています。そこで、県外からの電話
での問い合わせにお答えしたことがありましたが、そ
の方が実際に長岡に来られた時に、わざわざ観光案内
所へ寄って、電話での案内のお礼を言ってくださった
ことがありました。こちらの心が伝わったような気が
してとてもうれしかったですし、これからもそんな心
と心のつながりをつくっていければいいですね。
ガイドの依頼は、ながおか市民センター内の長岡観

光・コンベンション協会と長岡駅２階の観光案内所で
受け付けしています。
ぜひ、市民のみなさんからも、老人会や子ども会と

いった地域活動の中での市内めぐりや学習会の際に、
私たち観光ボランティアガイドを利用していただきた
いと思います。

心のおもてなしを
大切にしています

⑥

▲観光案内所で来訪者に応対
する渡邉静江さん
「最近はやはり、米百俵関係
の問い合わせが多いですね」

音声標識ガイド装置ってどんなもの？

音
声
標
識
ガ
イ
ド
装
置
や
歩
道
の
雁
木
を
設
置

だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
市
庁
舎
に

庁舎にはこんな工夫がしてあります
（６ページの写真）

右上：９月から11月に庁舎前駐車場の拡張工事を実施。既
存の駐車場を庁舎側へ15m拡張し、駐車台数を57台
分ふやしました。

右中：西口玄関の階段の手すり。市民の声なんでも窓口に
寄せられた意見を受け、設置しました。

右下：庁舎内の視覚障害者用誘導ブロック。13年２月に１
階ロビーなどに設置しました。
また、各階の階段の昇り口、降り口と踊り場には、
階段の始まりを知らせる警告点字ブロックを設置し
ました。

左上：庁舎の東西の両階段に手すりを設置しました。手す
りには、階段の始まりや階数を標示した点字標示板
をつけました。

左下：利用者の利便を図るため昨年５月、庁舎により近い
正面広場に駐車場（22台分。うち４台分が身体障害
者専用）を設けました。

シ
ダ
植
物
の
標
本
４
万
点
が

長
岡
市
に
寄
贈

長
岡
市
は
、
新
潟
市
在
住
の
牧

野
恭
次
さ
ん
か
ら
、
シ
ダ
植
物
の

標
本
約
四
万
点
と
そ
の
採
集
目
録

の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
標
本
は
、
牧
野
さ
ん
が
五

十
年
に
わ
た
り
県
内
各
地
で
採
集

し
た
も
の
で
、
一
点
ご
と
に
採
集

地
や
標
高
、
地
図
番
号
な
ど
の
デ

ー
タ
が
記
録
さ
れ
、
シ
ダ
植
物
の

分
布
の
変
化
な
ど
を
知
る
た
め
の

重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
シ
ダ
植
物
は
環
境
の
変

化
の
影
響
を
き
わ
め
て
受
け
や
す

く
、
す
で
に
絶
滅
し
た
種
も
あ
る

中
で
、
そ
の
絶
滅
種
や
希
少
種
も

含
む
こ
の
標
本
は
、
学
術
的
な
価

値
の
高
い
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

市
で
は
、
標
本
と
目
録
を
科
学

博
物
館
で
保
存
・
整
理
し
、
植
物

研
究
や
展
示
な
ど
に
活
用
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

▲庁舎前南側歩道の雁木の設
置工事（11月19日）

▲小型受発信機利用の手順

①利用者が案内装置から発信される電波の受信範囲に入ると、
小型受発信機が「ピッピッピッ」と反応し、音声案内を受
けられることを利用者に知らせます。

②利用者が小型受発信機のボタンを押すと、案内装置のスピ
ーカーから音声による案内が流れます。

小型受発信機は、歩行者用信号機の青信号の点灯時間を長
くする「歩行時間延長信号機用小型送信機」の機能も併せ持
っています（これに対応する信号機は現在、市内に５カ所）。
視覚障害１、２級の人は、日常生活用具としてこの受発信
機の給付を受けることができます（給付には所得制限あり）。
詳しくは、福祉相談課1３９・２２１８へお問い合わせください。



で
、
食
感
は
、
ポ
テ
ト
を
揚
げ
た

も
の
に
近
く
、
テ
ー
ブ
ル
に
出
さ

れ
る
た
び
に
す
ぐ
に
来
場
者
の
お

腹
へ
と
消
え
て
行
き
ま
し
た
。

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
な
が
ら

の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
は
、
や
っ
ぱ
り

会
話
が
進
む
も
の
。
来
場
者
の
み

な
さ
ん
は
、
こ
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

を
き
っ
か
け
に
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
と

日
本
の
文
化
や
自
然
に
つ
い
て
、

留
学
生
と
意
見
を
交
換
し
て
い
ま

し
た
。
身
振
り
手
振
り
を
交
え
て

の
ボ
デ
ィ
ー
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
で
会
話

を
す
る
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ

ま
し
た
。

あなたは、もう足を運んでみましたか？

ベネズエラは、南米
大陸の最北端にある本
土とカリブ海に浮かぶ
二百余りの小さな島々
からなる国です。国土
の広さは、日本の約2.5
倍。マルガリータ島を
はじめとした島々はリ
ゾート地としても人気
があります。

十
月
一
日
、
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
一
階
に
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
「
地
球
広
場
」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

「
地
球
広
場
」
は
、
市
民
と
長

岡
在
住
の
外
国
人
の
み
な
さ
ん
の

交
流
の
「
か
け
橋
」
で
、
市
民
主

体
の
国
際
交
流
や
青
少
年
に
国
際

感
覚
を
身
に
着
け
て
も
ら
う
場
で

す
。今

回
の
「
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
ウ
イ
ー

ク
」
は
、
長
岡
技
術
科
学
大
学
で

学
ん
で
い
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
留
学

生
が
、
母
国
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
こ
と

を
長
岡
の
み
な
さ
ん
に
紹
介
し
た

い
と
開
催
し
た
も
の
で
す
。

ち
び
っ
こ
親
善
大
使
と
の

交
流
か
ら
ス
タ
ー
ト

十
一
月
十
七
日
、
午
前
十
時
三

十
分
。
四
階
の
ち
び
っ
こ
広
場
で
、

幼
児
を
対
象
に
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の

ゲ
ー
ム
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
紹

介
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
と
び
き
り
若
い

親
善
大
使
た
ち
に
は
、
国
境
の
壁

は
あ
り
ま
せ
ん
。
差
し
出
さ
れ
た

手
を
す
ぐ
に
つ
か
ん
で
、
み
ん
な

で
輪
を
作
っ
て
ゲ
ー
ム
や
ダ
ン
ス

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

お
い
し
い
食
事
で
会
話
が

は
ず
む

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
留
学
生
の
み
な

さ
ん
は
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
主
食
や

ケ
ー
キ
、
そ
し
て
コ
ー
ヒ
ー
や
ジ

ュ
ー
ス
「
チ
チ
ャ
」、
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
の
お
酒
な
ど
を
参
加
者
に
ふ
る

ま
い
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
「
食
」
や

「
物
産
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
食
」
は
万
国
共
通
、
お
い
し

い
も
の
は
、
や
っ
ぱ
り
お
い
し
い
。

一
番
人
気
が
あ
っ
た
の
は
、
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
で
は
、
朝
・
昼
・
晩
と
必

ず
食
卓
に
の
ぼ
る
「
ア
レ
パ
」
で

し
た
。
「
ア
レ
パ
」
は
、
と
う
も

ろ
こ
し
を
粉
に
し
て
揚
げ
た
も
の

9 8

市民センター１０月中の利用状況

市民センターは市民のみなさんが育てて
いく施設です［アンケート結果①］

市
民
セ
ン
タ
ー
一
階
・
地
球
広
場
で

「
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
ウ
イ
ー
ク
」

▲小さい親善大使も大活躍

▲食は万国共通！訪れた多くの市民がベネズエラの「食」を味わ
いました

「アレパがおいしくて２つ
も食べちゃった」（西原翔汰く
ん・写真左）「海外に行く機会
がないので、こういうイベン
トで、むこうから長岡に来て
くれるとうれしいです」（お母
さんの西原友香さん・高町３
・写真左から２番目）
「アットホームな雰囲気の国
際交流を、これからもどんど
ん続けてほしい」（西原浩子さ
ん・写真左から３番目）

▲学校の宿題や資格取得
などの勉強にどうぞ。

「友達がベネズエラにいて、
いろいろと話は聞いていたけ
ど、実際に体験することがで
きてうれしいです」（高野文子
さん・関原町１・写真右）
「熱気がすごくてビックリし
ました。ベネズエラのことを
教えてもらったり交流したり
できるのでワクワクしていま
す」（長谷川陽子さん・草生
津１・写真右から２番目）

十
一
月
十
五
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
「
地
球
広
場
」（
な
が
お
か
市

民
セ
ン
タ
ー
一
階
）
で
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
文
化
を
紹
介
す
る
「
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
ウ
イ
ー
ク（
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
文
化
週
間
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
す
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲

▲

ベネズエラという
国を知っていますか？

市民センターでは、10月のオープンから利用者のみなさ
んにアンケートをお願いしています。1カ月間で294人のみ
なさんから回答をいただきました。
主なご意見と、改善点を紹介します。

その１
意見 市民センターを利用しています。市民センター

でも図書館から借りた本を返せると、センターや
中心市街地がもっと便利になるんですが…

センターから
２階の市民活動センター
で図書館の本の返却受付を
始めました。
返却された図書は木曜日
と祝日を除く毎日、各図書
館へ返却されます。

その 2
意見 ３階に広いスペースが空いたままになっていま

す。このスペースを、市民や学生が勉強する場と
して提供してもらえないでしょうか。

センターから
学習コーナーを３階に設
置しました。
子どもからお年寄りまで
市民のみなさんに利用して
いただきたいと思っていま
す。

ながおか市民センターで「ベネズエラウイーク」

BIENVENIDOS A VENEZUELA
「ようこそベネズエラへ」
BIENVENIDOS A VENEZUELA
「ようこそベネズエラへ」



メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
成
功

の
う
ち
に
終
了
し
、
参
加
者
は
陽

気
な
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
を
十
分
に
楽
し

ん
だ
よ
う
で
し
た
。

終
了
後
、
留
学
生
代
表
の
ヘ
イ

デ
ィ
・
ビ
ス
パ
ル
さ
ん
は
、
「
大

成
功
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
て
非
常
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
長
岡

の
み
な
さ
ん
が
も
っ
と
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

地
球
広
場
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い

地
球
広
場
で
は
こ
れ
か
ら
も
、

長
岡
在
住
の
外
国
人
や
市
民
の
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
、
国
際
交
流
を

深
め
て
い
き
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
心
を
開
く
こ
と

で
、
国
際
交
流
は
実
現
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
次
回
は
、
あ
な
た
も
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

化
や
、
風
習
に
つ
い
て
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

ピ
ニ
ャ
ー
タ
に
挑
戦

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
伝
統
的
な
遊
び

「
ピ
ニ
ャ
ー
タ
」
は
、
南
米
や
メ

キ
シ
コ
の
パ
ー
テ
ィ
で
楽
し
ま
れ

る
も
の
。
厚
紙
や
色
紙
で
作
っ
た

く
だ
も
の
や
動
物
の
中
に
、
お
菓

子
や
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
入
れ
、
頭

の
高
さ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
上
か
ら

つ
る
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
目

る
こ
と
で
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
後
も
長

岡
に
お
い
で
の
留
学
生
の
み
な
さ

ん
の
力
を
借
り
な
が
ら
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
市
民

の
み
な
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
こ
う
い
う

機
会
に
参
加
し
て
い
ろ
い
ろ
な
国

の
方
々
と
交
流
を
深
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
」

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
招
き
し

た
カ
ル
ロ
ス
・
ビ
ベ
ロ
在
日
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
大
使
か
ら
は
、
「
長
岡
で

こ
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
ウ
イ
ー
ク
が
開

か
れ
る
こ
と
は
、
大
変
光
栄
な
こ

と
で
、
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
互
い
に
心
を
開

い
て
交
流
し
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
文

午
後
二
時
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の「
遊

び
」
や
「
ダ
ン
ス
」
な
ど
を
紹
介

す
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
文
化
シ
ョ
ー
が

始
ま
り
ま
し
た
。

交
流
は
心
を
開
く
こ
と
か
ら

シ
ョ
ー
の
は
じ
め
に
森
市
長
が

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

「
こ
の
『
地
球
広
場
』
は
、
長

岡
に
い
る
外
国
の
方
と
市
民
の
み

な
さ
ん
の
交
流
の
た
め
に
で
き
ま

し
た
。

そ
の
記
念
す
べ
き
一
回
目
の
イ

ベ
ン
ト
が
こ
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
ウ
イ

ー
ク
で
す
。
国
際
交
流
は
、
難
し

い
こ
と
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り

が
心
を
開
く
こ
と
で
、
必
ず
出
来

隠
し
し
て
、
中
の
お
菓
子
が
出
て

く
る
ま
で
、
周
り
の
人
の
声
援
を

う
け
な
が
ら
、
棒
で
た
た
く
と
い

う
も
の
で
す
。
こ
の
日
も
、
周
り

の
人
た
ち
が
応
援
す
る
中
、
「
ピ

ニ
ャ
ー
タ
」
を
た
た
い
て
、
中
の

お
菓
子
を
会
場
の
人
た
ち
に
分
け

よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
使
わ
れ
た
「
ピ
ニ
ャ
ー

タ
」
は
、
地
球
広
場
が
、
「
留
学

生
と
一
緒
に
『
ピ
ニ
ャ
ー
タ
』
を

作
り
ま
せ
ん
か
」
と
募
集
し
、
そ

の
呼
び
か
け
に
応
じ
た
中
学
生
や

社
会
人
、
の
べ
二
十
人
が
留
学
生

と
と
も
に
四
日
間
を
か
け
て
作
っ

た
も
の
で
す
。

参
加
し
た
新
潟
大
学
附
属
長
岡

中
学
校
三
年
の
富
所
歩
美
さ
ん
は

「
国
際
交
流
と
い
う
と
大
き
な
こ

と
の
よ
う
な
気
が
す
る
け
ど
、
本

当
は
そ
ん
な
に
難
し
い
こ
と
じ
ゃ

な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
参

加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

「
ピ
ニ
ャ
ー
タ
」
作
り
に
参
加

し
た
学
生
や
社
会
人
の
み
な
さ
ん

は
、
こ
の
日
も
授
業
や
仕
事
が
終

わ
っ
た
あ
と
、
地
球
広
場
に
か
け

つ
け
、
裏
方
と
し
て
こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
支
え
ま
し
た
。

３
０
０
人
が
に
ぎ
や
か
に

続
い
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
で
は
、
伝
統
的
な
民
族
衣
装
に

身
を
包
ん
だ
留
学
生
が
ス
テ
ー
ジ

に
現
れ
る
と
、
多
く
の
拍
手
を
浴

び
て
い
ま
し
た
。

市
内
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
「
ア
ン
テ
ィ
ー
ズ
」
と
留
学

生
が
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
踊
り
や
国

歌
な
ど
を
紹
介
、
そ
の
見
事
な
踊

り
や
歌
は
、
参
加
し
た
約
三
百
人

の
人
た
ち
を
最
後
ま
で
、
魅
了
し

て
い
ま
し
た
。
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市民センターは市民のみなさんが育てて
いく施設です［アンケート結果②］

▲カルロス大使のあいさつの後、留学生のグリセル・コロ
ネルさんと東中学校３年の山田敏江さんがケーキと花束を
手にカルロス・ビベロ大使に「フェリスコンプレアニオス
（スペイン語で「お誕生日おめでとう」）」と花束を手渡し
ました。偶然にも、当日はカルロス大使の誕生日でした。
そのあと、参加者全員で歌を歌って大使の誕生日をお祝
いしました。山田さんは「少し緊張しましたが『フェリス
コンプレアニオス』が本番で無事に言えてよかった」と話
してくれました。

「セブカン」を踊るア
ンティーズのみなさん

▲

▲最後まで壊れなかった、洋
ナシのお化けのピニャータ

「コーヒールンバ」を踊る
ロゼリア・サンタマリアさん

▲

▲どなたでもご自由にどうぞ。

イベント終了後、
カルロス・ビベロ大
使と森市長を囲んで
の記念撮影で

▲

■地球市民の会（仮称）メンバー募集
国際交流センターの職員と一緒に、国際交流イベン

トを企画・運営してくれるメンバーを募集します。
年齢、語学力、国籍などは問いません。

■世界のクリスマスを体験しよう！
さまざまな国のクリスマスの過ごし方を紹介します。

地球広場のクリスマスの飾り付けや、イベントを通し
ていろいろな国の人と交流をしませんか。
期間＝12月１日a～25日c

問い合わせ＝国際交流センター「地球広場」
1３９・２７１４

国際交流センター「地球広場」で
あなたも身近な国際交流をはじめませんか

その 3
意見 ２階の休憩コーナー

で「ちょっと一息」と
いう時、本があるとい
いんだけど…

センターから
２階に図書コーナー
を新設しました。図書
は市民センター内で自
由に読むことができます。

その 4 アンケートで要望の多かったもの第1位
意見 駐車場がなくてなかなか利用できません。車で

も行けるよう、駐車場の無料券や割引券を出して
もらえないでしょうか。

センターから
駐車料金を助成するためには、多額の費用が必
要です。例えば、車で来館する利用者に30 分の駐
車料金を助成すると、年間約１千万円が必要とな
ります。
車を利用せずに市民センターを利用する人が多
い現状（アンケートでは、回答者中24 ％が自家用
車を利用）を考えると、市民のみなさんの合意を
得ることは難しいと考えます。
そのため、当面は駐車料金の助成はしない考え
です。市民センター利用の際は、公共交通機関を
ご利用ください。

その 5 アンケートで要望の多かったもの第2位
意見 市民センター内にコーヒーや軽食をとれる場所

を作ってください。
センターから

市民センターには、建物の賃貸借契約上、飲食
ができる施設を設置することは出来ません。
また、周辺に飲食施設がある中で、市民センタ
ーの中に作る必要性は低いと考えています。
現在、市民センターを利用
した人たちは周りの商店街へ
食事や買い物に出かけていま
す。こうした「人の流れ」を
つくることも、中心市街地に
市民センターを開設した目的
のひとつです。
なお、市民センターでは、
飲み物の自動販売機を増設し
ましたので、ご利用ください。

今後も気軽にご意見やご要望など「あなたの声」をお寄
せください
問い合わせ＝市民センター事務室1３９・２７６３

ながおか市民センターで「ベネズエラウイーク」
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１

加
藤
　
久
弘
坂
之
上
町
３

近
藤
　
勘
吉

殿
町
１

清
水
　
龍
平

袋
町
２

諸
里
　
光
典
神
田
町
１

曽
根
由
美
子

台
町
１

五
十
嵐
　
保

台
町
２

星
野
　
　
博
今
朝
白
１

伊
佐
　
　
崇
今
朝
白
１

上
村
セ
イ
子
今
朝
白
２

関
　
　
ミ
ヨ

福
住
１

羽
賀
　
龍
介

長
町
１

★
遠
藤
　
悦
子
今
朝
白
２

★
青
�
由
美
子
坂
之
上
町
３

■
表
町
地
区

諸
橋
　
美
惠

柳
原
町

木
村
　
清
一

表
町
２

三
浦
　
竹
司

本
町
３

酒
井
　
重
一

渡
里
町

鈴
木
　
昭
司
呉
服
町
１

丸
山
信
次
郎

中
島
４

島
津
　
淑
子

中
島
５

渡
邊
　
昭
一

中
島
６

★
樋
熊
　
憲
子

渡
里
町

★
草
間
真
由
美

表
町
４

■
中
島
地
区

大
崎
　
秀
夫

山
田
３

関
野
　
孝
二

春
日
１

竹
津
　
孝
次
日
赤
町
１

高
橋
　
清
純
日
赤
町
２

目
黒
百
合
子

信
濃
２

平
澤
　
勝
子

中
島
２

太
田
　
弘
子

中
島
３

中
林
　
英
子

中
島
４

藤
田
眞
三
郎
水
道
町
１

山
本
彌
一
郎
水
道
町
４

富
樫
ト
ミ
イ

中
島
１

★
高
野
　
礼
子
水
道
町
４

★
池
田
　
淑
子

中
島
３

■
神
田
地
区

神
林
日
出
子

石
内
２

吉
澤
　
哲
二

石
内
１

菊
地
　
四
郎
神
田
町
３

山
崎
　
昌
實
西
神
田
町
１

手
塚
　
恒
夫
西
神
田
町
２

長
谷
川
三
郎

昭
和
２

佐
藤
　
和
子

昭
和
１

小
宮
　
和
子

昭
和
１

山
口
　
春
枝

松
葉
１

★
石
井
　
雅
子

石
内
１

★
八
木
百
合
子
神
田
町
２

■
川
崎
地
区

内
田
　
徳
雄

福
住
３

白
井
　
是
典
東
神
田
３

小
島
　
應
人

長
町
２

永
井
　
宏
子

愛
宕
１

内
山
　
良
男

干
場
１

君
嶋
　
一
郎

地
蔵
１

金
井
　
富
子

川
崎
１

齋
藤
マ
サ
エ

川
崎
２

中
島
　
榮
一

川
崎
３

稲
田
ヤ
ヨ
イ

川
崎
４

駒
形
　
清
美

川
崎
５

大
井
カ
ホ
ル

川
崎
６

堀
　
　
サ
ト

川
崎
町

上
原
　
　
修

川
崎
町

若
月
　
健
一

美
園
１

毛
利
　
　
忠

東
栄
３

島
田
善
十
郎

豊
　
２

★
横
山
　
幸
子

川
崎
２

★
小
川
　
慶
子
東
神
田
３

■
新
町
地
区

反
町
　
清
平

新
町
１

新
保
　
久
子

新
町
３

和
久
井
峰
和
東
新
町
１

吉
川
　
厚
子
東
新
町
３

和
田
　
　
久

泉
　
１

反
町
ミ
イ
子

城
岡
２

加
藤
　
　
弘

城
岡
３

加
藤
美
智
子

北
園
町

伊
丹
　
正
勝

寿
　
１

渡
邉
　
　
紀

寿
　
３

大
石
　
昭
治
西
蔵
王
２

佐
々
木
伸
夫

松
葉
２

佐
藤
　
興
枝
西
蔵
王
１

吉
澤
　
敦
子

蔵
王
１

西
原
　
　
亮

蔵
王
２

大
村
　
清
子
西
新
町
１

★
渡
辺
　
照
子

城
岡
３

★
推
耳
　
　
忍
西
新
町
１

■
宮
内
地
区

戸
野
倉
信
道

村
松
町

早
川
　
一
男

横
枕
町

藤
井
　
映
子

下
条
町

有
澤
　
繁
雄
摂
田
屋
４

渡
邉
　
英
男
摂
田
屋
５

小
林
　
知
義
曲
新
町
２

渡
邉
　
和
子

宮
内
２

丸
山
　
洋
一

宮
内
３

栗
林
　
ヤ
イ

宮
内
５

五
十
嵐
英
子

宮
内
７

佐
藤
　
政
弘
東
宮
内
町

川
上
　
幸
子

沢
田
１

鎌
田
　
八
重

宮
栄
２

安
藤
　
和
明

宮
栄
１

横
山
　
正
子

三
和
１

今
井
　
雄
介

左
近
２

椛
沢
　
壮
治

今
井
３

滝
沢
　
博
吉

平
島
３

関
根
　
憲
夫

水
梨
町

菊
池
　
洋
子
上
前
島
町

小
幡

町
田
町

真
島
　
和
義
西
宮
内
２

★
川
上
　
芳
子
摂
田
屋
２

★
五
十
嵐
俊
子

宮
内
７

■
岡
南
地
区

川
上
　
哲
英

片
田
町

五
井
　
　
純

十
日
町

小
梶
　
敏
子

十
日
町

矢
尾
板
　
登

高
島
町

山
田
　
喜
一

滝
谷
町

細
貝
　
久
雄

滝
谷
町

野
上
ア
ヤ
ノ
三
俵
野
町

坂
詰
　
勇
一

妙
見
町

★
中
村
カ
ズ
エ

片
田
町

★
笹
岡
　
幸
子

滝
谷
町

■
栖
吉
地
区

吉
沢
　
晶
子

中
沢
３

水
澤
　
セ
ツ

中
沢
４

近
藤
　
道
雄

栖
吉
町

山
田
　
忠
治

悠
久
町

外
山
　
雪
枝

中
沢
２

水
澤
三
代
治
成
願
寺
町

春
日
　
彰
教
千
代
栄
町

監
物
　
勝
英

栖
吉
町

戸
田
　
榮
一

栖
吉
町

有
本
　
芳
子
中
貫
町
１

廣
井
太
計
夫
若
草
町
２

★
大
原
　
良
子

長
倉
町

★
�
瀬
み
ど
り
若
草
町
２

■
富
曽
亀
地
区

森
本
　
信
子

新
保
１

山
岸
　
あ
い

新
保
２

若
月
　
町
子

新
保
３

大
橋
　
正
晴

新
保
４

菅
原
　
邦
明

稲
葉
町

金
子
　
艶
子

永
田
１

芝
田
　
　
忍

永
田
４

喜
多
ま
ゆ
み

堀
金
１

菊
地
　
　
湛

堀
金
３

小
林
　
秀
徳
小
曽
根
町

安
井
イ
ツ
子

亀
貝
町

小
林
　
光
子

富
島
町

★
野
村
　
和
子
小
曽
根
町

★
佐
藤
　
澄
子

宮
下
町

■
山
本
地
区

青
木

乙
吉
町

殖
栗
十
四
雄
麻
生
田
町

佐
々
木
誠
一

浦
瀬
町

島
倉
　
常
榮

浦
瀬
町

佐
野
　
新
一

浦
瀬
町

佐
藤
　
ア
イ
加
津
保
町

白
鳥
　
　
弘

水
穴
町

関
川
　
久
治

桂
　
町

岡
村

亀
崎
町

★
菊
池
　
　
博

宮
路
町

★
土
田
　
レ
イ

浦
瀬
町

広
瀬
　
広
三
下
々
条
町

渡
邉
　
勝
行
下
々
条
町

反
町
　
隆
夫

黒
津
町

伊
丹
　
嘉
昭

高
見
町

相
川
　
町
子

高
見
町

中
西
　
三
成

高
見
１

田
中
　
禮
子

宝
　
４

山
本
　
眞
宣

中
瀬
２

安
藤
　
登
吾

新
組
町

鈴
木
　
映
子

福
島
町

倉
内
　
　
誉

百
束
町

★
韮
沢
　
　
了

黒
津
町

★
入
倉
は
る
み

新
組
町

■
江
陽
地
区

大
井
　
和
子

蓮
潟
２

船
山
　
令
二

蓮
潟
３

関
原
　
保
雄

下
柳
１

佐
藤
　
克
士

藤
沢
２

布
川
千
恵
子

江
陽
１

反
町
　
君
子

江
陽
２

樋
口
　
里
子

宮
関
２

清
水
　
正
一

宮
関
３

重
山
　
榮
子

堤
　
町

高
野
　
洋
一

槇
下
町

稲
川
　
文
枝

巻
島
１

長
部
　
恵
子
南
新
保
町

田
中
　
忠
義

高
野
町

金
山
　
富
一
三
之
宮
町

中
野
　
博
子

成
沢
町

長
田
ト
シ
イ

李
崎
町

★
平
石
裕
理
子

荻
野
１

★
広
部
真
理
子

宮
関
４

■
日
越
・
王
寺
川
地
区

鳥
羽
　
文
江
上
除
町
西
１

田
中
　
春
美

上
除
町

田
中
　
イ
ツ

上
除
町

五
十
嵐
　
廣

上
除
町

関
矢
象
二
郎

上
除
町

小
竹
　
春
子

上
除
町

高
野
　
二
衛

上
除
町

金
子
　
二
吉
南
七
日
町

大
森
真
佐
一

七
日
町

伊
津
　
俊
夫

宝
地
町

宮
下
　
貞
昌

喜
多
町

金
子
喜
一
郎

高
瀬
町

�
橋
　
英
夫

寺
宝
町

池
津
　
雅
實
王
番
田
町

★
清
水
　
悠
子

上
除
町

★
風
間
　
素
子

上
除
町

■
大
島
地
区

長
谷
川
　
淳
大
島
本
町
２

藤
巻
ミ
ホ
コ
大
島
本
町
４

木
山
　
伶
子
三
ツ
郷
屋
１

野
中
三
男
七
三
ツ
郷
屋
２

今
井
万
里
江
三
ツ
郷
屋
町

高
橋
　
ト
キ
大
島
新
町
１

堀
　
　
憲
一
大
島
新
町
４

駒
形
　
玉
枝
大
島
新
町
５

田
邊
　
�
子

緑
町
１

暁
　
　
　
勝

緑
町
３

島
峰
　
和
子
古
正
寺
町

金
澤
　
保
子
希
望
が
丘
３

★
藤
田
　
和
子

喜
多
町

★
池
田
　
保
子
希
望
が
丘
３

寺
井
ウ
タ
子

下
山
１

斎
藤
　
輝
美

下
山
３

長
谷
川
　
剛

下
山
５

大
口
　
一
彌

北
山
２

本
田
　
靖
子

北
山
３

�
橋
　
賞
子

大
山
２

石
塚
　
健
子
希
望
が
丘
２

佐
野
　
茂
樹
希
望
が
丘
１

丸
山
　
信
治
希
望
が
丘
２

本
間
　
　
正
希
望
が
丘
南
５

小
林
　
滿
子
希
望
が
丘
南
６

小
野
塚
　
功

親
沢
町

狩
野
　
幸
夫

深
沢
町

菅
原
　
文
芳

深
沢
町

江
口
　
徹
也
才
津
南
町

江
口
　
三
芳
才
津
西
町

田
中
ミ
チ
子

長
峰
町

★
桑
原
ハ
ル
子

下
山
３

★
近
藤
　
蓉
子
上
富
岡
２

■
関
原
・
宮
本
・
大
積
地
区

広
川
　
恒
明
関
原
町
１

島
宗
　
　
仁
関
原
町
１

�
木
　
愛
子

高
頭
町

廣
川
　
清
喜
関
原
町
２

�
橋
　
雅
子
関
原
町
３

武
藤
　
慎
吾

白
鳥
町

古
川
　
　
清

雲
出
町

山
岸
　
正
真
宮
本
町
１

高
橋
千
恵
子
宮
本
町
３

野
中
　
久
侍
宮
本
堀
之
内
町

佐
藤
　
正
樹
大
積
町
１

近
藤
　
健
司
大
積
町
３

三
島
　
昭
英
大
積
三
島
谷
町

丸
山
　
幸
夫
大
積
田
代
町

椿
　
　
　
武
青
葉
台
４

磯
部
　
政
司
青
葉
台
５

★
長
谷
川
美
代
子

関
原
町
１

★
前
田
　
義
昭
青
葉
台
２

■
太
田
地
区

川
上
　
順
一

濁
沢
町

中
村
　
勇
次

蓬
平
町

原
　
友
三
郎
竹
之
高
地
町

★
中
村
惠
美
子

蓬
平
町

★
金
子
　
朝
子

濁
沢
町
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・
０
７
３
１

34
・
５
３
８
６

33
・
４
４
５
２

34
・
１
２
８
６

34
・
３
７
８
４

36
・
１
８
４
７

33
・
０
６
８
０

32
・
０
９
４
２

33
・
４
０
２
４

32
・
０
９
１
８

32
・
０
７
７
８

32
・
４
６
８
６

32
・
４
６
６
４

33
・
６
３
５
５

35
・
５
０
６
１

34
・
３
９
２
２

33
・
５
２
６
４

33
・
３
０
４
０

32
・
４
８
７
８

33
・
２
９
５
６

35
・
４
８
６
３

34
・
６
３
７
４

37
・
２
０
８
５

35
・
３
９
８
４

35
・
３
５
８
４

34
・
５
２
５
３

35
・
３
５
８
５

34
・
２
０
０
８

35
・
７
７
９
４

33
・
２
２
１
９

34
・
６
５
９
２

35
・
６
１
９
０

36
・
０
３
３
０

33
・
７
４
１
６

35
・
４
８
２
３

32
・
１
８
７
６

37
・
１
８
７
９

36
・
２
５
２
５

35
・
０
４
９
８

32
・
４
４
９
４

34
・
１
３
７
９

33
・
５
１
７
１

33
・
１
８
８
５

24
・
４
８
８
５

24
・
８
５
２
１

24
・
５
５
６
３

24
・
８
３
２
３

24
・
０
３
４
５

32
・
８
４
８
７

32
・
４
８
０
９

32
・
２
６
６
２

32
・
５
５
０
３

34
・
６
４
９
６

32
・
８
７
０
９

24
・
６
６
７
３

33
・
０
５
１
８

22
・
１
７
４
２

22
・
１
９
５
６

23
・
１
０
９
１

32
・
４
５
４
２

35
・
９
４
５
９

32
・
２
３
２
２

34
・
６
１
７
１

32
・
４
３
９
４

34
・
７
７
７
３

33
・
２
０
０
７

34
・
６
１
４
５

33
・
６
５
７
３

36
・
４
８
４
２

35
・
５
２
５
０

32
・
７
５
２
７

36
・
８
２
７
３

22
・
３
３
２
０

22
・
３
６
１
０

22
・
１
０
４
８

23
・
１
５
１
９

36
・
７
７
１
８

36
・
０
６
４
４

33
・
５
２
７
３

36
・
５
０
１
８

23
・
２
５
１
１

22
・
２
５
３
３

22
・
１
２
２
６

22
・
２
５
０
２

22
・
３
１
５
９

23
・
２
６
０
９

23
・
２
１
０
６

22
・
２
９
９
１

22
・
２
４
１
１

22
・
３
９
４
６

36
・
７
３
８
０

36
・
７
６
９
２

33
・
０
３
４
８

35
・
３
６
５
３

35
・
４
５
４
８

33
・
２
１
３
７

32
・
５
５
１
１

32
・
８
２
１
３

35
・
３
５
７
３

36
・
６
４
７
５

39
・
６
２
７
７

33
・
１
１
３
９

33
・
５
４
１
３

36
・
２
６
６
０

24
・
５
７
０
０

24
・
５
５
５
９

24
・
２
６
２
３

24
・
２
２
２
５

36
・
２
３
０
１

24
・
９
２
０
３

36
・
０
４
４
０

36
・
７
１
４
９

24
・
５
２
９
６

24
・
６
９
８
５

24
・
６
１
６
９

34
・
２
９
６
０

24
・
４
９
５
２

33
・
２
９
４
７

44
・
８
０
０
９

44
・
８
６
６
１

44
・
８
８
５
８

44
・
８
８
８
８

44
・
８
２
０
７

44
・
８
９
５
０

44
・
８
７
２
６

44
・
８
５
３
２

33
・
７
７
７
３

44
・
８
１
２
０

24
・
０
５
２
５

24
・
９
０
６
７

24
・
６
０
１
２

24
・
５
３
０
３

24
・
９
０
２
８

24
・
４
７
３
３

24
・
６
４
５
２

24
・
４
３
６
６

24
・
１
１
３
９

24
・
３
０
３
１

24
・
１
２
０
５

24
・
６
６
２
１

24
・
３
５
９
３

27
・
１
７
３
１

27
・
２
６
７
５

29
・
２
８
２
６

27
・
５
２
８
８

28
・
２
５
６
６

27
・
５
３
４
９

27
・
３
７
６
４

28
・
０
３
６
１

27
・
２
５
０
９

27
・
１
４
３
６

27
・
３
２
２
５

27
・
１
５
０
３

27
・
１
２
０
４

29
・
０
１
６
４

29
・
０
４
２
７

29
・
０
５
６
６

27
・
８
６
２
２

28
・
２
５
７
０

47
・
３
８
６
５

46
・
４
３
３
１

46
・
１
８
９
０

46
・
４
０
４
２

46
・
５
８
９
６

47
・
２
９
３
１

46
・
５
２
３
５

46
・
３
４
４
７

27
・
３
１
１
４

27
・
３
２
９
５

27
・
１
５
９
４

27
・
３
１
３
５

29
・
１
１
５
７

27
・
１
９
５
９

46
・
３
０
２
１

46
・
５
７
６
１

27
・
３
９
２
１

27
・
０
２
３
６

27
・
４
４
０
２

27
・
６
５
０
７

29
・
１
０
５
３

27
・
３
８
３
３

27
・
０
７
８
６

27
・
１
５
３
９

27
・
６
６
５
５

27
・
２
４
６
２

27
・
３
８
６
２

27
・
１
１
１
６

28
・
２
１
０
１

27
・
０
８
２
１

27
・
２
８
９
１

28
・
０
１
０
０

27
・
３
９
８
１

27
・
５
８
９
３

27
・
０
０
８
９

27
・
９
３
６
６

27
・
６
８
８
４

27
・
４
１
０
１

28
・
１
５
２
３

27
・
１
３
８
９

27
・
５
０
７
７

46
・
３
７
２
２

46
・
２
８
２
３

46
・
３
４
８
４

46
・
３
５
４
０

46
・
２
９
２
２

46
・
７
２
７
３

27
・
５
４
６
４

46
・
３
９
８
７

46
・
２
７
１
０

46
・
９
６
５
５

46
・
３
６
５
６

46
・
２
１
７
１

46
・
４
７
４
８

46
・
２
７
７
７

46
・
２
７
０
９

46
・
３
９
４
３

46
・
３
６
１
４

46
・
３
６
９
７

47
・
０
３
４
８

47
・
０
４
３
８

47
・
０
６
２
６

47
・
０
５
４
２

47
・
１
６
９
２

46
・
８
６
５
１

46
・
２
３
０
９

47
・
０
９
７
２

23
・
２
８
５
２

23
・
２
９
３
６

23
・
２
９
３
５

23
・
２
０
２
０

23
・
２
０
５
５
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民生委員・児童委員は県知事が推薦し、厚生労働大臣が委嘱します。長岡
市には313人の民生委員・児童委員がいます。
委員の委嘱までの流れは右図のとおりです。市は各町内会長に候補者の選
出を依頼し、各町内会長は地域の関係者と十分協議のうえ、適任者を推薦し
ます。
民生委員・児童委員は地域の良き相談役です。みなさんの悩みごとや相談
ごとなどを聞き、解決に向けた支援やアドバイスをします。また、ひとり暮
らしの高齢者等を訪問し、安否確認や声かけなどのサポートをしています。
困りごとがある人は、お気軽に近くの委員へご連絡ください（秘密は固く
守られます）。

紹介します！ あなたのまちの 民生委員・児童委員
長
　
岡
　
市�

厚
生
労
働
省
、
新
潟
県
の
方�

針
を
受
け
推
薦
依
頼�

新
潟
県
社
会
福
祉
審
議
会
を�

開
催
し
承
認
、
推
薦�

承
認
し
、
委
嘱
状
交
付�

委
嘱
状
、
辞
令
書
を
市
へ�

委
嘱
状
、
辞
令
書
を
委
員
へ�

推
薦
書
を
提
出�

連
合
町
内
会
長
、地
区
福
祉
会
・
地�

区
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
現
民
生�

委
員
地
区
会
長
等
と
協
議
し
推
薦�

町
内
会
長�

長
岡
市
民
生
委
員
推
薦
会�

新
　
潟
　
県�

厚
生
労
働
省�

新
　
潟
　
県�

長
　
岡
　
市�

民
生
委
員
・
児
童
委
員�

民生委員・児童委員の委嘱の流れ

・敬称略
・★は児童問題を専門に担当する主任児
童委員

・任期は平成13年12月１日～
平成16年11月30日



１日・ながおか新世紀カウントダウン（31日から）
７日・消防出初式
16日・第二次新長岡発展計画後期基本計画（素案）説明

会スタート（2月13日まで、計13回）

３日・長岡市景観写真展（11日まで）
８日・災害時応援協定締結式
10日・環境シンポジウム―循環型社会をめざして―
17日・2001年長岡雪しか祭り（18日も）

６日・市議会３月定例会（27日まで）
・長岡国際ふゆのたびフェスティバル（18日まで）

16日・「第二次新長岡発展計画後期基本計画」策定
28日・「長岡市都市景観条例」公布
29日・「第二次長岡市生涯学習推進計画」策定
30日・「ながおか男女共同参画基本計画」策定

１日・家電リサイクル法スタート
・山通コミュニティセンターオープン

12日・エコトピア寿オープン
14日・悠久山桜まつり（30日まで）
16日・市政出前講座受け付けスタート
21日・インターネット講習会はじまる

１日・桂児童館オープン
３日・成人式
11日・森市長、小泉首相に冊子「米百俵―小林虎三郎の　

思想」を贈呈
22日・ふれあい教育委員会開催（９月20日まで、計５回）
26日・花いっぱいフェア２００１（27日も）
28日・町内会長会議

・ながおかのまち再発見ツアーはじまる（11月13
日まで、計20回）

１日・新聞紙、雑誌・チラシなどの資源物収集はじまる
15日・米百俵デー市民の集い

・まちづくり評価アンケート実施
19日・市議会6月定例会（28日まで）

１日・黒条児童館、青葉台コミュニティセンター内に児
童室オープン

・水道料金、下水道使用料を改定
20日・小山良修生誕100年記念展（8月8日まで）
27日・市議会7月臨時会
28日・旧長岡藩主牧野家資料特別展（9月15日まで）

１日・非核平和都市宣言市民の集い
・長岡まつり（２・３日も）
・南地域図書館「ユニバーサル文庫」開設

４日・第１回歴史シンポジウム長岡歴史会談
26日・長岡市総合防災訓練

１日・阪之上小学校、新校舎で２学期スタート
３日・「米百俵」東京・歌舞伎座で公演（27日まで）
11日・市議会9月定例会（21日まで）

１日・ながおか市民センターオープン
７日・ながおかポニーカーニバル
10日・市内一斉ノーマイカーデー
16日・長岡ニュータウン居住者３,０００人達成
21日・タウンミーティングイン新潟
26日・火　土器寄贈式・重要文化財考古資料展開場式

１日・秋まつり（７日まで）
３日・長岡市表彰式
24日・第２回歴史シンポジウム長岡歴史会談

11日・市議会12月定例会（21日まで）

今
年
も
、
早
い
も
の
で
残
す
と
こ
ろ
あ

と
一
か
月
を
切
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
二
十
一
世
紀
最

初
の
今
年
は
ど
ん
な
年
で
し
た
か
？

長
岡
市
は
、
新
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
に
あ

わ
せ
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
総
合
計
画
で
あ

る
「
第
二
次
新
長
岡
発
展
計
画
後
期
基
本

計
画
」
を
策
定
し
、
平
成
十
三
年
度
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
長
岡
の
歴
史
と
文
化

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

「
長
岡
を
知
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展

開
。
な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見
ツ
ア
ー
や

歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。ま

た
、
十
月
一
日
に
は
、
大
手
通
り
に

「
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ

ン
し
、
中
心
市
街
地
に
市
民
の
憩
い
の
場
、

交
流
の
場
が
増
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
な
ん
と
い
っ
て
も
今
年
は
長

岡
の
誇
る
「
米
百
俵
の
精
神
」
が
注
目
さ

れ
た
年
で
し
た
。
改
め
て
、
「
米
百
俵
の

精
神
」
を
認
識
し
、
見
つ
め
直
し
た
人
も

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
一
年
を
、
市
政
を
中

心
に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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１月

２月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

３月

４月

５月
東
京
・
歌
舞
伎
座
で
米
百
俵
を
Ｐ
Ｒ
！

「
米
百
俵
」
が
歌
舞
伎
座
で
、
昭
和
54

年
以
来
22
年
ぶ
り
に
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

公
演
期
間
中
、
長
岡
市
は
、
歌
舞
伎
座

の
２
階
ロ
ビ
ー
に
米
百
俵
展
示
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、「
米
百
俵
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
開
館
記
念
式

典
（
10
月
１
日
）

旧
ザ
・
プ
ラ
イ
ス
丸
大
ビ
ル
（
大
手
通

２
）に
オ
ー
プ
ン
し
た「
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
」に
は
、各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
「
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
の

ほ
か
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
「
地
球
広
場
」、

「
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
」、
男
女
平
等
推

進
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

小泉首相の所信表明演説（５
月７日）で、「米百俵の精神」が
全国で話題になりました。
５月11日、森市長は「米百俵
の精神」を誇りとする長岡市民
の喜びを首相に伝えようと、感
謝の言葉と冊子「米百俵―小林
虎三郎の思想」を贈りました。

▲悠久山野球場拡張・改修記念
プロ野球イースタンリーグ公式戦（５月12日）
悠久山野球場が拡張され、両翼90ｍが98ｍに、中堅120ｍ
が122ｍになりました。広くなった野球場で、4,800人がプ
ロ野球を楽しみました。

▲エコトピア寿オープン（４月12日）
ごみの焼却余熱を利用した温水プールや浴室を備えた「エ
コトピア寿」。11月７日には、利用者が５万人を超えました。

▲

▲

▲

ながおかのまち再発見ツア
ー「河井継之助と小林虎三郎
の旅」（10月31日）
長岡地域の歴史や文化を探
訪してもらい、市民のみなさ
んの自発的な再発見活動のき
っかけにしてもらうために実
施した「ながおかのまち再発
見ツアー」。５つのモデルコ
ースツアーと企画募集ツアー、
合わせて20回実施しました。

▲火　土器寄贈式・重要文化財考古資料展開場式（10月26日）
国指定重要文化財である「火　土器」が、発見者・近藤篤
三郎さんの孫にあたる近藤篤史さんから、長岡市に寄贈され
ました。
「火　土器」は、科学博物館開館50周年を記念して開催さ
れた資料展で、約10年ぶりに長岡で公開されました。

長岡ニュータウン居住者3,000
人達成・記念品贈呈式（10月25日）
長岡ニュータウンの居住者が昭
和58年10月の分譲開始以来、3,000
人に達し、名塚幸司さんに記念品
が贈られました。

国
営
越
後
丘
陵
公
園
　
バ
ラ
園
整
備

記
念
式
典
（
10
月
21
日
）

越
後
丘
陵
公
園
で
は
、
!
北
陸
製
作

所
か
ら
バ
ラ
の
寄
贈
を
受
け
、
バ
ラ
園

を
整
備
中
で
す
。
当
日
は
約
１
０
０
人

が
集
ま
り
、
バ
ラ
の
移
植
を
し
ま
し
た
。

▲

▲

▲



●

齋
藤
三
郎
と
新
潟
の
工
芸

期
間
＝
12
月
24
日
　
ま
で
（
24
日
を

除
く
月
曜
日
は
休
館
）

観
覧
料
＝

大
人
４
１
０
円
、
高
校
・
大
学
生
２

０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
０
０
円

■
新
潟
二
科
写
真
部
公
募
展（
無
料
）

日
時
＝
12
月
18
日
c
〜
23
日
-
午
前

10
時
〜
午
後
６
時
（
最
終
日
は
午
後

３
時
ま
で
）

会
場
＝
美
術
セ
ン
タ

ー
　
作
品
解
説
＝
12
月
22
日
g
午
後

１
時
30
分
か
ら
　
□問
仲
村
さ
ん
1
34

・
４
８
２
９

■
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会

健
全
で
健
康
的
は
マ
ー
ジ
ャ
ン
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

期
日
＝
１
月
13
日
a

会
場
＝
東
泉

閣
（
柏
町
２
）

参
加
料
＝
３
、５
０

０
円
（
昼
食
、
懇
親
会
費
含
む
）

□問
長
岡
柏
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
1
33

・
５
２
０
０

●
中
心
商
店
街

「
ゆ
う
・
遊
ま
ち
め
ぐ
り
」

長
岡
逸
品
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
と

一
緒
に
、
ま
ち
め
ぐ
り
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

「
冬
の
ナ
イ
ト
コ
ー
ス
」

冬
の
夜
を
楽
し
む
お
店
を
紹

介
し
ま
す
。

日
時
＝
１
月
15
日
c
午
後
６
時

〜
９
時

「
お
し
ゃ
れ
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ

コ
ー
ス
」

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
お
し
ゃ
れ

を
楽
し
む
お
店
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
＝
１
月
18
日
f
午
前
10
時

〜
午
後
２
時

◇
　
　
　
◇

参
加
料
＝
無
料
（
食
事
付
）

定
員
＝
各
コ
ー
ス
８
人
（
多
数

の
場
合
抽
選
）

申
し
込
み
＝

●
お
と
の
ひ
ろ
ば
チ
ル
ド
レ
ン

歌
を
歌
っ
た
り
、
簡
単
な
楽

器
を
使
っ
て
音
遊
び
を
し
ま
す
。

親
子
で
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
12
月
12
日
d
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
　
会
場
＝
ち
び
っ

こ
広
場
　
問
い
合
わ
せ
＝
市
民

セ
ン
タ
ー
事
務
室
1
39
・
２
７

６
３

●
た
の
し
い
ク
リ
ス
マ
ス

ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
や
英
語
の

リ
ズ
ム
遊
び
な
ど
を
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
19
日
d
午
前
10
時

30
分
〜
正
午
　
会
場
＝
ち
び
っ

こ
広
場
　
申
し
込
み
＝
12
月
14

日
f
ま
で
に
市
民
セ
ン
タ
ー
事

務
室
1
39
・
２
７
６
３
へ

●
く
ら
し
の
講
座
（
無
料
）

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
の
ぞ

い
て
み
よ
う
」

日
時
＝
①
12
月
12
日
d
②
12
月

19
日
d
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
（
①
②
内
容
同
じ
）

会

場
＝
３
階
３
０
１
会
議
室
　
対

象
＝
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
た
こ

と
が
な
い
人
　
定
員
＝
各
10
人

申
し
込
み
＝
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
1
32
・
０
０
２
２

●
書
　
田
野
辺
智
光
こ
よ
み
展

〜
夢
の
つ
づ
き
〜
（
無
料
）

日
時
＝
12
月
10
日
b
〜
24
日

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分（
日

・
祝
日
午
後
６
時
30
分
ま
で
）

会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
平

等
推
進
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ル
な
が

お
か
1
39
・
２
７
４
６

●
ち
び
っ
こ
広
場

子
育
て
相
談
窓
口

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど

に
つ
い
て
相
談
員
と
一
緒
に
考

え
ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分
　
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
セ

ン
タ
ー
事
務
室
1
39
・
２
７
６
３

教
育
・
音
楽
Ｄ
群
）
…
ハ
ロ
ー

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
１
９
９
×
ほ
か

④
全
員
合
唱
…
明
日
が
あ
る
さ

ほ
か

問
い
合
わ
せ
＝
青
少
年
育
成
課

1
32
・
０
５
８
１

●
「
手
打
ち
そ
ば
」
加
工

日
時
＝
12
月
19
日
d
午
前
10
時

〜
午
後
１
時
　
会
場
＝
ふ
る
さ

と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー
　
定
員

市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル

﹇
第
１
部
﹈

時
間
＝
午
後
１
時
10
分
〜
２
時

24
分
　
内
容
＝
①
浦
瀬
町
奏
楽

保
存
会
…
稚
児
舞
ほ
か
②
宮
本

・
青
葉
台
小
（
長
岡
の
人
材
教

育
・
音
楽
Ｆ
群
）
…
ビ
リ
ー
ブ

ほ
か
③
深
沢
・
才
津
・
希
望
が

丘
・
大
島
・
福
戸
・
上
川
西
小

（
長
岡
の
人
材
教
育
・
音
楽
Ｇ

群
）
…
子
ど
も
の
世
界
ほ
か
④

高
野
町
舞
保
存
会
…
五
穀
豊
穣

の
舞

﹇
第
２
部
﹈

時
間
＝
午
後
２
時
34
分
〜
３
時

30
分
　
内
容
＝
①
蔵
王
稚
子
舞

…
稚
児
舞
②
長
岡
少
年
少
女
合

唱
団
…
「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」

よ
り
「
い
つ
も
何
度
で
も
」
③

才
津
・
福
戸
小
（
長
岡
の
人
材

＝
20
人
　
参
加
料
＝
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
12
月
11
日
c
午
前

９
時
か
ら
ふ
る
さ
と
体
験
農
業

セ
ン
タ
ー
1
34
・
５
３
６
０
へ

新
年
賀
詞
交
換
会

日
時
＝
１
月
４
日
f

午
前
11
時
30
分
か
ら

会
場
＝
厚
生
会
館
大
ホ
ー
ル

会
費
＝
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
12
月
14
日
f
ま
で

に
会
費
を
添
え
て
秘
書
課
1
39

・
２
２
０
０
ま
た
は
長
岡
商
工

会
議
所
１
階
受
付
1
32
・
４
５

０
０
へ

■
パ
ス
テ
ル
画
製
作
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

日
時
＝
12
月
８
日
g
午
後
２
時
〜
４

時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
　
講
師
＝

中
本
千
鶴
子
さ
ん
　
参
加
料
＝
１
、５

０
０
円
（
材
料
費
１
、０
０
０
円
は
別
）

□申
ラ
グ
ラ
ス
の
会
・
高
柳
さ
ん
1
33

・
２
８
２
４

■
土
曜
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

日
時
＝
12
月
15
日
g
午
後
１
時
〜
２

時
30
分
　
テ
ー
マ
＝
年
金
に
つ
い
て

〜
年
金
の
現
状
・
問
題
点
や
対
応
方

法
を
ア
ド
バ
イ
ス
〜
　
講
師
＝
富
田

総
合
事
務
所
所
長
・
富
田
誠
一
さ
ん

会
場
・
申
し
込
み
＝
大
和
証
券
長
岡

支
店
（
東
坂
之
上
１
）
1
37
・
９
０

０
１

■
久
保
田
竜
雄
油
絵
個
展
（
無
料
）

自
然
や
人
間
を
優
し
く
描
く
、
長

岡
出
身
の
画
家
・
久
保
田
竜
雄
さ
ん

の
個
展
で
す
。

日
時
＝
12
月
15
日
g
〜
19
日
d
午
前

10
時
〜
午
後
７
時
　
会
場
＝
丸
専
デ

パ
ー
ト
　
□問
早
川
さ
ん
1
32
・
４
３

２
３
、
島
津
さ
ん
1
32
・
２
８
６
８

■
「
や
さ
し
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
」

参
加
者
募
集

日
時
＝
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
北
部
体
育
館

参
加
料
＝
月
１
、５
０
０
円
　
□問
酒
井

さ
ん
1
25
・
２
７
４
０

■
県
立
近
代
美
術
館
1
28
・４
１
１
１

●

映
画
鑑
賞
会
（
無
料
）

日
時
＝
12
月
15
日
g
①
午
後
１
時
か

ら
②
午
後
１
時
30
分
か
ら
　
上
映
作

品
＝
①
「
マ
ル
ド
ロ
ー
ル
の
歌
」（
寺

山
修
司
監
督
、
77
年
）
②
「
消
し
ゴ

ム
」（
寺
山
修
司
監
督
、
77
年
）

定

員
＝
各
１
８
０
人
　
会
場
＝
講
堂

12
月
20
日
e
ま
で
に
長
岡
市
商

店
街
振
興
組
合
連
合
会
1
32
・

７
０
０
２
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝

商
業
振
興
課
1
39
・
２
２
２
８

●
雪
の
結
晶
づ
く
り
講
習
会

人
口
雪
実
験
装
置
を
組
み
立

て
て
、
雪
の
結
晶
や
ダ
イ
ア
モ

ン
ド
ダ
ス
ト
を
つ
く
る
実
験
を

行
い
ま
す
。

日
時
＝
12
月
23
日
-
①
午
前
10

時
30
分
か
ら
②
午
後
１
時
か
ら

③
午
後
３
時
か
ら
　
会
場
＝
科

学
博
物
館
展
示
室
　
対
象
＝
小

学
生
〜
一
般
（
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
で
）

定
員
＝
各
12
人

参
加
料
＝
１
５
０
円
　
持
ち
物

＝
懐
中
電
灯
、
手
袋
、
筆
記
用

具
　
申
し
込
み
＝
12
月
21
日
f

ま
で
に
科
学
博
物
館
1
32
・
０

５
４
６

●
青
少
年
芸
能

フ
ェ
ス
タ
（
無
料
）

伝
統
芸
能
、
合
唱
、
器
楽
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
場
で

日
ご
ろ
か
ら
練
習
に
励
む
青
少

年
た
ち
の
晴
れ
舞
台
で
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

期
日
＝
12
月
16
日
a

会
場
＝

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

市役所　　  幸町2の1の1 　35・1122
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▲昨年の青少年芸能フェスタで

▲米百俵コースで（11月５日）

▲上杉祥三さん

芸術文化振興財団ガイド129・7711

＜１２月１５日Gチケット発売＞
■上杉祥三　俳優メソッド発表会
日時＝１月20日a午後３時開演　会
場＝リリックホール・第１スタジオ
料金＝全席自由5 0 0円
■わらべ唄と影絵　越後の昔話
（市民企画公募型事業）
「えほんのへや」のみなさんが、影絵『カミナリと
雪むすめ』ほかを上演します。
日時＝３月10日a午後２時開演　会場＝リリックホー
ル・シアター　料金＝全席自由大人800円、子ども200円
＜チケット絶賛発売中！＞
■現代語訳狂言「くすくすげらげらうっふっふ」
（市民企画公募型事業）
狂言を現代の言葉で上演。伝統芸能の世界が21世紀
に生まれ変わり、大人も子どもも大笑いの舞台です。
日時＝１月13日a午後２時30分開演　会場＝リリック
ホール・シアター　料金＝全席自由一般 2 , 5 0 0円、
学生券（中学生以下）1 , 5 0 0 円（当日各5 0 0円増）
■アンサンブル・リリック弦楽コンサート（入場無料）
日時＝１月13日a午後２時開演 会場＝リリックホー
ル・コンサートホール 出演＝アンサンブル・リリッ
ク受講生、ＳＡＷＡ　ＱＵＡＲＴＥＴ　曲目＝Ｊ．Ｓ
バッハ／Ｇ線上のアリア、ボッケリーニ／チェロ協奏
曲ト短調（チェロ：林俊昭）
整理券が必要です。リリックホール、市立劇場、各
プレイガイドでどうぞ。

国営越後丘陵公園からのお知らせ
越後丘陵公園は、12月１日g～１月１日-、園内整

備のため休園し、１月２日dより冬季営業をスタート
します。
冬期間は、入園料、駐車料金、ロープリフト使用料
は無料です。
冬季開園期間＝１月２日d～３月10日a 開園時間＝
午前９時30分～午後４時30分　ロープリフトの運行＝
土・日・祝日の午前10時～午後４時　休園日＝毎週月
曜日

～ゲレンデ案内～
☆スキーゲレンデ
フォリ－の丘（初・中級者用、約
3 0 0ｍ、ロープリフト有り）
☆ソリゲレンデ
フォリーの丘（ソリ・スノーラフティング専用、約
1 5 0ｍ、ロープリフト有り）
ソリ、スノーラフティングの有料レンタルもあります。
☆スノーボードゲレンデ
ふれあいの丘（初級者用、約50ｍ）
☆クロスカントリーコース
緑の千畳敷円周路（１周１km）
スキーセットの無料貸し出しもあります。
☆プレイエリア
緑の千畳敷、キッズ用雪遊びコーナー

～暖の館利用案内～
・１階…トイレ、更衣室（シャワー、コインロッカー

あり）、採暖室、乾燥室
・２階…休憩室

～飲食サービス～
・暖の館…売店（毎日）、カフェテリア（土・日・祝

日のみ）
・ゲレンデ内…臨時飲食コーナー（土・日・祝日のみ）

問い合わせ　越後公園管理センター
1４７・８００１

期
日�

12／13�
e

内
　
　
容�

担
　
当�

母
子
の
健
康
や
子

育
て
に
つ
い
て�

20�
e
家
庭
内
で
の
困
り

ご
と
に
つ
い
て�

母
子
保
健

推
進
員�

家
庭
児
童

相
談
員�

’

’
（ ）休

（ ）休

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し

▲ころりん
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

●
親
子
焼
き
物
の
つ
ど
い

期
日
＝
①
土
曜
日
コ
ー
ス
…
１

月
19
日
、
２
月
９
日
②
日
曜
日

コ
ー
ス
…
１
月
20
日
、
２
月
10

日
　
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
　
対
象
＝
小
学
３
年

生
〜
高
校
生
ま
た
は
親
子
　
定

員
＝
各
コ
ー
ス
15
人
　
材
料
費

＝
粘
土
１
o
４
０
０
円
　
申
し

込
み
＝
12
月
23
日
-
ま
で
に
青

少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
1
34
・
１

３
０
５
へ

●
囲
碁
教
室
（
無
料
）

日
時
＝
１
月
20
日
〜
２
月
17
日

の
毎
週
日
曜
日
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
　
対
象
＝
小
学
４
年
生

〜
中
学
生
　
定
員
＝
20
人
　
申

し
込
み
＝
12
月
23
日
-
ま
で
に

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
1
34
・

１
３
０
５
へ

●
映
画
会
（
無
料
）

日
時
＝
12
月
25
日
c
午
後
２
時

〜
３
時
35
分
　
内
容
＝
「
第
七

天
国
」（
27
年
ア
メ
リ
カ
）

会

場
・
問
い
合
わ
せ
＝
中
央
図
書

館
1
32
・
０
６
５
８

●
お
は
な
し
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
12
月
15
日
g
午
後
２
時

〜
３
時
　
内
容
＝
絵
本
の
朗
読

と
弦
楽
四
重
奏
　
定
員
＝
１
９

０
人
　
会
場
・
申
し
込
み
＝
中

央
図
書
館
1
32
・
０
６
５
８

生
涯
学
習
・
体
育
課

1
32
・
5
1
1
0

●
地
域
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
大
会

こ
の
大
会
は
、
各
小
学
校
区

を
単
位
と
し
て
チ
ー
ム
編
成
を

し
ま
す
（
学
生
は
除
く
。
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
は
女
性
の
み
）。

詳
し
く
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、
地
区
（
校
区
）
公

民
館
に
あ
る
要
項
で
、
ま
た
は

各
地
区
の
体
育
指
導
員
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
＝
１
月
21
日
b
ま
で

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

地
区
（
校
区
）
公
民
館
経
由
で

生
涯
学
習
・
体
育
課
へ

&
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）

1
34
・
2
7
0
0

●
市
民
体
育
祭
剣
道
大
会

期
日
＝
１
月
20
日
a

会
場
＝

北
部
体
育
館
　
種
目
＝
小
学
生

５
年
・
６
年
の
部
、
中
学
生
男

子
・
女
子
の
部
、
高
校
生
男
子

・
女
子
の
部
　
参
加
料
＝
１
チ

ー
ム
３
、０
０
０
円
、
個
人
戦
の

み
参
加
す
る
人
は
１
人
３
０
０

円
を
当
日
会
場
へ
　
申
し
込
み

＝
各
体
育
館
に
あ
る
所
定
の
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

１
月
９
日
d
ま
で
に
〒
９
５
５

―

０
８
５
２
三
条
市
南
四
日
町

１
の
１
の
10
三
条
高
校
・
石
澤

聡
さ
ん
へ
郵
送

●
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

応
募
サ
イ
ズ
＝
２
Ｌ
判
以
上
の

プ
リ
ン
ト
（
カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク

ロ
ど
ち
ら
で
も
可
、
１
人
５
点

以
内
）

部
門
＝
①
ほ
の
ぼ
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
部
門
②
わ
が
地
域

（
ま
ち
）
だ
い
す
き
部
門
③
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ス
ポ
ー
ツ
部
門
④
競

技
ス
ポ
ー
ツ
部
門
⑤
学
校
ス
ポ

ー
ツ
部
門
　
賞
と
副
賞
＝
大
賞

１
点
５
万
円
、
奨
励
賞
５
点（
各

部
門
１
点
）
各
１
万
円
ほ
か

締
め
切
り
＝
12
月
28
日
f
必
着

応
募
作
品
の
使
用
権
は
7
長

岡
市
体
育
協
会
に
帰
属
し
ま
す
。
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ス
ポ
ー
ツ�

３
、０
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

会

場
・
申
し
込
み
＝
な
が
お
か
古
志
の

里
フ
ァ
ー
ム
（
下
条
町
）
1
22
・
１

５
４
７

■
欲
張
り
天
文
塾
（
無
料
）

「
星
の
一
生
と
生
命
」

日
時
＝
12
月
27
日
e
午
後
７
時
〜
９

時
　
会
場
＝
表
町
公
民
館
　
内
容
＝

星
の
一
生
を
画
像
で
紹
介
ほ
か
　
講

師
＝
長
岡
技
術
科
学
大
学
技
官
・
今

井
栄
一
さ
ん
　
□問
太
田
さ
ん
1
32
・

１
５
０
８

■
天
文
考
古
学
セ
ミ
ナ
ー

「
星
座
の
今
昔
物
語
」

日
時
＝
①
１
月
25
日
f
②
２
月
22
日

f
③
３
月
22
日
f
午
後
７
時
30
分
〜

９
時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
　
内
容

＝
①
中
国
文
明
と
朝
鮮
半
島
の
星
座

と
飛
鳥
文
化
で
の
星
座
概
念
②
メ
ソ

ポ
タ
ミ
ア
・
イ
ン
ダ
ス
文
明
か
ら
エ

ジ
プ
ト
文
明
へ
の
軌
跡
③
現
代
の
星

座
の
生
い
立
ち
　
資
料
代
＝
６
０
０

円
　
対
象
＝
高
校
生
以
上
　
定
員
＝

30
人
　
□申
太
田
さ
ん
1
32
・
１
５
０
８

■
Ｖ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
男
子

長
岡
大
会

日
時
＝
２
月
３
日
a
午
後
１
時
試
合

開
始
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
　
チ
ー

ム
＝
第
１
試
合
…
サ
ン
ト
リ
ー
対
東

レ
、
第
２
試
合
…
松
下
電
器
対
日
立

国
分
　
入
場
料
＝
Ｓ
指
定
席
３
、５
０

０
円
、
Ａ
指
定
席
２
、５
０
０
円
、
一

般
自
由
席
２
、０
０
０
円
、
高
校
生
自

由
席
１
、５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
自

由
席
１
、０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
は
12
月
15
日
g
午
後
１

時
か
ら
市
民
体
育
館
で
発
売
し
ま
す
。

□問
市
民
体
育
館
1
34
・
２
７
０
０
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
・
関
矢
さ
ん
1

27
・
０
８
３
４

■
公
開
講
座

「
武
士
の
娘
」
と
国
際
化

杉
本
鉞え

つ

子こ

著
「
武
士
の
娘
」
を
中

心
に
学
習
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
〜
12
月
の
毎
月
第
１
水

曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
　
会
場
＝
中

央
公
民
館
　
参
加
料
＝
４
、０
０
０
円

□申
１
月
10
日
e
ま
で
に
は
が
き
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
〒
９
４
０
―

０
０
９
４
中

島
２
の
２
の
12
「
武
士
の
娘
」
研
究

会
事
務
局
FAX
33
・
２
５
２
１
へ

■
Ｌ
・
ｅ
・
Ｅ
会
員
募
集

や
さ
し
い
英
会
話
を
学
び
な
が
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
や
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
を
楽

し
み
ま
す
。

活
動
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時

30
分
〜
９
時
30
分
　
会
場
＝
神
田
公

民
館
　
参
加
料
＝
月
６
、０
０
０
円

講
師
＝
ロ
ー
リ
ー
羽
賀
さ
ん
　
□問
大

橋
さ
ん
1
０
９
０
・
９
７
４
２
・
９

９
８
９

■
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典

２
０
０
１
年
新
潟
県
大
会
（
無
料
）

日
時
＝
12
月
22
日
g
・
23
日
-
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
（
23
日
は
午
後
４

時
ま
で
）

会
場
＝
市
民
体
育
館

内
容
＝
小
中
学
生
向
け
実
験
・
工
作

教
室
、
化
学
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
参

加
型
体
験
実
験
ほ
か
　
□問
県
産
業
振

興
課
1
０
２
５
・
２
８
５
・
５
５
１

１■
香
り
の
ハ
ー
ブ
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア

ハ
ー
ブ
で
、
香
り
の
小
物
や
ア
ロ

マ
グ
ッ
ズ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

予
約
が
必
要
で
す
。

期
間
＝
12
月
24
日
　
ま
で
（
水
曜
日

は
休
み
）

参
加
料
＝
８
０
０
円
〜

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

’

種
　
目�
期
日�

市
民
体
育
館�

北
部
体
育
館
ほ
か�

市
民
体
育
館�

南
部
体
育
館�

旭
岡
中
学
校
ほ
か�

�

市
民
体
育
館�

大 

縄 

跳 

び�

綱
　
引
　
き�

ソ
フ
ト

�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル�

卓
　 

　
　
球�

バ
ド
ミ
ン
ト
ン�

男
女
混
合�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル�

イ
ン
デ
ィ
ア
カ�
2/9g3/3a3/10a

会
　  

場�

スポーツ教室の
ご案内

〈初回に持参するもの〉
・参加料 ・運動のできる服装 ・内履きの運動靴
・タオル ・顔写真１枚（縦５㎝×横４㎝、裏に氏名を記入）
※大会などのため、日程を変更する場合があります。

クラブ名�

対　象�

定　員�

申し込み�

参加料�

申し込み�

参加料�

申し込み�

時　間�

期　間�

内　容�

教室名�

教室名�

対　象�

対　象�

定　員�

定　員�

期　間�

期　間�

時　間�

時　間�

内　容�

内　容�

1月9日～　�
3月27日�
毎週水曜日�

1月10日～3月28日�
毎週木曜日�

～体力づくりと仲間づくり、楽しみながらの健康づくり～�
各種軽スポーツ・ゲーム、ストレッチ体操、ソフトバ
レーボール、ミニテニス、バドミントン、卓球など　

青年クラブ� 婦人クラブ� 市民クラブ�

青年男女� 女　　性� 成年男女�

60　人� 30　人� 30　人�

19：00～21：00 10：00～12：00 18：30～20：30

12月25日c午前9時から電話で市民体育館134・2700へ�

参加料� 4,000円（体育館使用料込み）�

12月25日c午前9時から電話で市民体育館134・2700へ�

12月18日c午前9時から電話で南部体育館139・3600へ�

4,000円（体育館使用料込み）�

・各種体操�
・各種軽スポーツ、ゲーム�
　（ソフトバレーボール、卓球、　�
　バドミントン、ミニテニス）　�

ス　ポ　ー　ツ　ク　ラ　ブ�

月曜日コース�木曜日コース�火曜日コース�金曜日コース�

マスターズ� レディース�

おおむね55歳�
以上の男女　�

�
女　　　性�

30 人� 30 人� 10 人� 30 人�
1月21日～　�
3月25日　�
毎週月曜日�

1月17日～　�
3月28日　�
毎週木曜日�

1月22日～　�
3月19日　�
毎週火曜日�

1月11日～　�
3月22日　�
毎週金曜日�

10：00～11：3013：30～15：00

※厚生会館には駐車場がありません。ご了承ください。�

大
手
通
１
の
４
の
10
�

厚�
生�
会�
館�

学
校
町
１
の
２
の
１�

民�
市�

体�
育�
館�

曲
新
町
５
６
４
の
３
�

部�
南�

体�
育�
館�

参加料�

申し込み�

教室名�

対　象�

定　員�

期　間�

時　間�

内　容�

12月25日c午前9時から電話で北部体育館124・6116へ�

4,000円（体育館使用料込み）�

・各種体操�
・各種軽スポーツ、ゲーム�
　（ソフトバレーボール・卓球・�
　バドミントン・ミニテニス）�

婦人コース�マスターズコース�一般コース�

北　部　ス　ポ　ー　ツ　ク　ラ　ブ�

10：00～11：30 13：30～15：00 19：00～20：30

女　　性� 一　　般�おおむね55歳�
以上の男女　�

20　人� 20　人�30　人�

1月9日～3月27日�
毎週水曜日�

東
蔵
王
２
の
２
の
72
�

部�
北�

体�
育�
館�

婦人スポーツクラブ�マスターズスポーツクラブ�エアロビックダンスクラブ�

4,000円（体育館使用料込み）�

・各種スポーツ�
・ゲーム�
・エアロビックな運動�

・各種体操�
・各種スポーツ、ゲーム�
　（ミニテニス、ソフトバレーボール）�

・エアロビックダンス�
・ストレッチ体操�

10：00～11：0013：30～15：0010：00～11：30

女　　　性�

15　人� 10　人� 10　人�

どなたでも�おおむね55歳以上の男女�

1月21日～3月18日�
毎週月曜日�

1月9日～3月13日�
毎週水曜日�

1月11日～3月15日�
毎週金曜日�

（ ）休

体育協会のホームページを
ご覧ください

協会の最新情報、市民体育祭など
の各種大会、スポーツ教室・クラブ、
スポーツ少年団などの情報が満載で
す。
http://www.nct9.ne.jp/n-taikyo

プラネタリウム　子ども無料開放

高校生以下は無料です。
期日＝12月22日g～１月31日e（休館日を除く）
番組＝冬の星座と星の一生（50分）
会場＝青少年文化センター
問い合わせ＝青少年文化センター1３４・１３０５

岡南中学校男子駅伝チームが、11月16日の新潟県中学校駅伝競走
大会で見事初優勝し、長岡勢として初の全国大会出場を決めました。
12月24日に山口県山口市で行われる全国大会（６区・18キロ）に

向け、「納得できる走りをしたい」（キャプテン・３年・甲野智広さ
ん）、「出るからには上位をめざしたい」（３
年・原晃太さん）、「雰囲気にのまれずに
がんばりたい」（３年・細貝尭哉さん）と、
メンバー全員がやる気満々です。
フレッシュな岡南中学校男子駅伝チー

ムがどんな走りを見せてくれるか、今か
ら楽しみです。
中越高校は４連続出場！
10月27日に行われた新潟県高校駅伝競

走大会（男子）では、中越高校が４連覇を達成。12月23日に京都市
で開かれる全国大会での素晴らしい走りが期待されます。

ミ
ニ�

ニ
ュ
ー�

　
　
ス� 岡南中学校男子駅伝チームが

全国大会に出場します！

▲岡南中学校男子駅伝チーム

長岡勢初の快挙
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�
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学校町�
１の２の１�民�市� 体�育�館�

�
対　象�

�
期　間�

定　員�

参加料�

申し込み�

�
教室名� つ　ば　さ�

幼年体育教室�

小学校1～3年生�

ひ　よ　こ�め　ば　え�
親子体育教室�

平成7年4月2日～平成10年4月
1日までに生まれた子どもとそ
の保護者�

平成10年4月2日～平成11年4
月1日までに生まれた子どもと
その保護者�

火曜日コース�水曜日コース�金曜日コース� 木曜日コース�火曜日コース� 金曜日コース�

 1月8日～
　3月12日�
毎週火曜日�

5 組�
 1月10日～
　3月14日�
毎週木曜日�

 1月11日～
　3月15日�
毎週金曜日�

 1月8日～
　3月12日�
毎週火曜日�

 1月9日～
　3月13日�
毎週水曜日�

 1月11日～
　3月15日�
毎週金曜日�

5 組�

5,000円（体育館使用料込み）�

12月17日b午前9時から市民体育館134・2700へ�

4,000円�
（体育館使用料込み）�

水曜日コース�木曜日コース�

 1月9日～
　3月13日�
毎週水曜日�

 1月10日～
　3月14日�
毎週木曜日�

5 人�

�
内　容�

�
時　間� 16：00～17：00

・器具を使った基礎運動�
・集団遊び�
・各種スポーツ、ゲーム�

13：30～14：30 10：30～11：30 16：00～17：00

親と子のスキンシップ。走る、跳ぶ、投げるなどの発達段階に応
じた基礎運動。ボールやマットを使った運動、リズム体操など。�

対　象�

期　間�

定　員�

参加料�

申し込み�

教室名� 親子ふれあいコース�

平成10年4月2日～平成11年4月1日までに生ま
れた子どもとその保護者�

1月10日～3月14日毎週木曜日�

10組�

5,000円（体育館使用料込み）�

12月20日e午前9時から北部体育館124・6116へ�

�
内　容�

時　間� 10：30～11：30

親と子どものスキンシップ。走る、跳ぶ、投げる
などの発達段階に応じた運動。ボールやマットを
使った運動、リズム体操など。�

東
蔵
王
２
の
２
の
72
�

部�
北�

体�
育�
館�

親　子　体　操　教　室�

火曜日コース� 木曜日コース�

平成10年4月2日～平成11年4月1日までに生まれた子どもとその保護者�

10：30～11：30

5,000円（体育館使用料込み）�

1月8日～3月12日�
毎週火曜日�

1月10日～3月14日�
毎週木曜日�

5 組�

12月18日c午前9時から南部体育館139・3600へ�

・親子のスキンシップ体操�
・リズム体操　・各種ゲーム�

曲
新
町
５
６
４
の
３
�

部�
南�

体�
育�
館�

教室名�

対　象�

期　間�

定　員�

参加料�

申し込み�

�

内　容�

時　間�

親子・幼年体育教室
〈初回に持参するもの〉
・参加料　・運動のできる服装　・内履きの運動靴　・タオル
・印鑑　・顔写真１枚（縦５㎝×横４㎝、裏に氏名を記入）

▲家坂妃
はい

嶺
ね

ちゃんとお母さんの聡子さん
（11月20日・親子体育教室で）

※大会などのため、日程を変更する場合があります。

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
（
無
料
）

日
時
＝
12
月
10
日
b
・
１
月
21
日
b

午
後
２
時
〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
長

岡
保
健
所
　
内
容
＝
精
神
科
医
師
に

よ
る
精
神
一
般
相
談（
予
約
制
）

□申

長
岡
保
健
所
地
域
保
健
課
1
33
・
４

９
３
１
　

■
骨
髄
バ
ン
ク
に
ご
協
力
を

骨
髄
移
植
は
白
血
病
や
重
症
再
生

不
良
性
貧
血
な
ど
の
疾
患
に
有
効
な

治
療
法
で
す
。

登
録
＝
第
１
・
３
・
５
火
曜
日
午
前

８
時
30
分
〜
正
午
に
長
岡
保
健
所
1

33
・
４
９
３
２
（
予
約
必
要
）
ほ
か

で
　
□問
7
骨
髄
移
植
推
進
財
団
1
０

１
２
０
・
４
４
５
・
４
４
５

■
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る

点
字
通
信
講
座

点
字
を
全
く
知
ら
な
い
人
を
対
象

に
、
点
字
を
マ
ス
タ
ー
す
る
と
こ
ろ

ま
で
指
導
し
ま
す
。

期
間
＝
１
月
15
日
c
か
ら
１
年
間
　

受
講
料
＝
１
２
、８
０
０
円
　
□申
１
月

10
日
e
ま
で
に
〒
１
０
８
―

０
０
１

４
東
京
都
港
区
芝
４
の
７
の
６
尾
家

ビ
ル
１
階
市
川
点
字
図
書
館
通
信
部

1
・
FAX
０
３
・
５
４
３
９
・
６
７
７

２
へ

■
新
潟
大
学
教
育
人
間
科
学
部

附
属
長
岡
中
学
校
生
徒
募
集

募
集
人
数
＝
１
年
生
１
２
０
人
（
附

属
長
岡
小
学
校
か
ら
の
連
絡
入
学
者

約
80
人
を
含
む
）

対
象
＝
平
成
14

年
３
月
小
学
校
卒
業
見
込
み
で
自
宅

か
ら
片
道
１
時
間
以
内
で
通
学
で
き

る
人
　
□申
所
定
の
申
し
込
み
用
紙
で

（
12
月
26
日
d
ま
で
長
岡
附
属
学
校

事
務
室
1
32
・
４
９
５
６
に
て
直
接

交
付
）

出
願
期
間
＝
12
月
20
日
e

〜
27
日
e
午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
22

日
〜
24
日
を
除
く
）

■
ダ
ブ
ル
ス
市
民
卓
球
大
会

日
時
＝
１
月
20
日
a
午
前
９
時
か
ら

会
場
＝
南
部
体
育
館
　
種
目
＝
一
般

・
高
校
男
子
、
一
般
・
高
校
女
子
、

中
学
男
子
、
中
学
女
子
　
参
加
料
＝

一
般
１
、０
０
０
円
、
高
校
生
７
０
０

円
、
中
学
生
５
０
０
円
（
当
日
に
）

□申
１
月
７
日
b
ま
で
に
市
民
体
育
館

1
34
・
２
７
０
０
、
FAX
34
・
２
８
０

８
へ

■
だ
れ
で
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
（
体
験
無
料
）。

活
動
日
時
＝
毎
週
月
曜
日
午
後
７
時

〜
８
時
（
第
４
月
曜
日
は
休
み
）
会

場
＝
南
部
体
育
館
　
対
象
＝
中
学
生

以
上
　
参
加
料
＝
月
５
０
０
円
　
□問

長
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
同
好
会
・
樋

口
さ
ん
1
34
・
２
３
０
３

■
子
ど
も
相
談
会
・
講
演
会
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
12
月
11
日
c
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分
　
会
場
＝
教
育
セ
ン
タ

ー
（
三
和
２
）

①
個
別
相
談

子
ど
も
の
心
の
問
題
や
発
達
の
遅

れ
、
不
登
校
、
摂
食
障
害
な
ど
の
相

談
に
精
神
科
医
、
臨
床
心
理
士
な
ど

が
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

②
講
演
会

「
摂
食
障
害
に
つ
い
て
〜
そ
の
理

解
と
対
応
」

時
間
＝
午
後
３
時
〜
４
時
30
分
　
講

師
＝
児
童
精
神
科
医
・
藤
田
基
さ
ん
、

臨
床
心
理
士
・
藤
田
悠
紀
子
さ
ん

□問
悠
久
荘
臨
床
心
理
室
1
24
・
３
９

３
０

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

健
康
課
1
32
・
5
0
0
0

●
市
民
献
血
（
全
血
献
血
）

会
場
・
実
施
時
間
等
が
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事

前
に
健
康
課
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

長
岡
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム

で
は
12
月
31
日
、
１
月
１
日
を

除
い
て
毎
日
、
献
血
が
で
き
ま

す
。

受
付
＝
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

５
時
（
成
分
献
血
は
1
29
・
２

３
５
０
に
予
約
必
要
）

●
４
か
月
児
・
10
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

１
月
の
対
象
＝
４
か
月
児
…
平

成
13
年
９
月
生
ま
れ
、
10
か
月

児
…
平
成
13
年
３
月
生
ま
れ

日
時
＝
母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
参
照
し
て
市
内
の
小
児
科

医
・
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い

持
ち
物
＝
受
診
票
（
母
子
保
健

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま

す
）
、
母
子
健
康
手
帳
、
保
険

証
、
赤
ち
ゃ
ん
の
尿
（
10
か
月

児
の
み
）

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

か
ら
だ
や
心
の
心
配
ご
と
、

栄
養
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
前
日
ま
で

に
電
話
予
約
の
う
え
、
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

時
間

＝
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

●
中
学
生
２
年
生
の

保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

お
子
さ
ん
の
風
し
ん
と
日
本

脳
炎
の
予
防
接
種
は
も
う
お
済

み
で
す
か
。

こ
れ
ま
で
風
し
ん
に
か
か
っ

た
人
で
も
、
十
分
な
免
疫
を
得

る
た
め
に
接
種
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

特
に
女
性
は
妊
娠
初
期
に
風

し
ん
に
か
か
る
と
白
内
障
・
心

奇
形
・
難
聴
な
ど
の
先
天
性
風

し
ん
症
候
群
の
子
ど
も
が
生
ま

れ
る
可
能
性
が
た
い
へ
ん
高
く

な
り
ま
す
。

女
子
は
も
ち
ろ
ん
男
子
も
風

し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
昭
和
62
年
10
月
２
日

〜
昭
和
63
年
４
月
１
日
の
間
に

生
ま
れ
た
人
は
、
風
し
ん
の
予

防
接
種
を
平
成
14
年
３
月
31
日

ま
で
に
受
け
な
い
と
有
料
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
脳
炎
に
か
か
る

と
、
知
能
や
精
神
、
運
動
神
経

に
重
い
後
遺
症
が
残
っ
た
り
、

死
亡
し
た
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

大
切
な
予
防
接
種
で
す
。
必

ず
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
医

療
機
関
に
備
え
て
あ
る
「
接
種

上
の
注
意
事
項
」
を
確
認
し
、

「
予
診
票
」
に
署
名
の
う
え
、

医
師
の
問
診
な
ど
を
受
け
て
く

だ
さ
い
（
接
種
に
よ
る
健
康
被

害
に
対
し
て
は
公
費
に
よ
る
救

済
が
あ
り
ま
す
）。

ま
た
、
流
行
時
期
や
接
種
の

効
果
な
ど
か
ら
、
で
き
る
だ
け

12
月
末
ま
で
に
受
け
て
く
だ
さ

い
。

対
象
＝
次
の
い
ず
れ
か
該
当
す

る
人
①
長
岡
市
に
住
所
の
あ
る

65
歳
以
上
の
人
②
長
岡
市
に
住

所
の
あ
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満

で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器

な
ど
に
重
い
病
気
が
あ
る
人（
対

象
者
の
確
認
が
必
要
な
の
で
事

前
に
健
康
課
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

期
間
＝
平
成
14
年

３
月
31
日
a
ま
で
　
場
所
＝
市

内
の
実
施
委
託
医
療
機
関
な
ど

（
県
内
も
可
）

回
数
＝
１
人

１
回
　
料
金
＝
１
、０
５
０
円（
医

療
機
関
で
。
生
活
保
護
世
帯
の

人
は
無
料
）

持
参
す
る
も
の

＝
保
険
証
、
お
持
ち
の
人
は
健

康
手
帳
（
医
療
受
給
者
証
）

健  

康�

期
日�

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、�

午
後
0
時
30
分
〜
4
時�

ダ
イ
エ
ー�

長 

岡 

店�

1 / 5�
g

会
　
場�

時
　
　
間�

（　）�
12/24
休�

期
日�

保
健
婦�

精
神
保
健
福
祉
相
談
員�

心
の
健
康�

12/19�
d

内
　
容�

担
　
　
当�

人口と世帯数 住民基本台帳登録数13.11.１（前月比）

191,749人 94,254人 97,495人 65,812世帯
（＋126） （＋116）（＋74）（＋52）

12月の急患診療体制
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご

利用ください。
（1）休日急患診療所
（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは
休日急患診療所へ。
（2）夜間等の当番病院
¡平日

™休日

午前 9 時～11時30分�
午後 1 時～ 5 時30分�
午前 9 時～11時30分�
午後 1 時～ 3 時30分�

診 療 科 目 � 受　付　時　間�
休日急患診療所�
1 3 5・8 2 5 5

内　科（小児科）�
外　科�

歯　科�休日急患歯科診療所�
1 3 3・9 6 4 4

立 川 綜 合 病 院�
長岡赤十字病院�
長岡中央綜合病院�

月曜日・木曜日�
火曜日・金曜日�
水曜日・土曜日�

（1 33・3111）�
（1 28・3600）�
（1 35・3700）�

長岡中央綜合病院�
立 川 綜 合 病 院�
長岡赤十字病院�

  2日a・23日-�
9日a・24日　
16日a・30日a

（1 35・3700）�
（1 33・3111）�
（1 28・3600）�

休�



長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

介
護
保
険
課
1
39
・
2
2
4
5

●
足
腰
健
康
相
談
室

リ
ハ
ビ
リ
の
仕
方
や
足
腰
の

筋
力
を
つ
け
る
た
め
の
運
動
、

中
高
年
の
心
の
悩
み
な
ど
、
個

別
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
　
場
所
＝
高
齢
者
セ
ン
タ

ー
み
や
う
ち
　
申
し
込
み
＝
介

護
保
険
課
1
39
・
２
２
４
５

校
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課
1

39
・
２
２
３
９

●
市
民
活
動
研
修
助
成
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

対
象
と
な
る
市
民
活
動
＝
保
健

と
福
祉
、
社
会
教
育
、
ま
ち
づ

く
り
、
文
化
芸
術
、
環
境
保
全
、

災
害
救
援
、
人
権
擁
護
、
国
際

協
力
な
ど
　
対
象
と
な
る
研
修

＝
市
民
活
動
の
推
進
役
と
な
る

人
材
の
育
成
、
企
画
、
運
営
な

ど
に
関
す
る
内
容
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
①
国
、

県
、
市
町
村
が
主
催
す
る
研
修

②
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
N

P
O
法
人
）
が
主
催
す
る
研
修

③
N
P
O
法
人
に
準
ず
る
市
民

活
動
団
体
で
市
長
が
適
当
と
認

め
る
も
の
が
主
催
す
る
研
修

対
象
＝
次
の
条
件
を
全
て
満
た

す
人
①
市
民
活
動
を
行
っ
て
い

る
人
ま
た
は
関
心
の
あ
る
人
②

市
内
に
住
所
の
あ
る
人
ま
た
は

市
内
で
活
動
す
る
団
体
に
属
す

る
人
③
15
歳
以
上
の
人
（
中
学

生
を
除
く
）

助
成
額
＝
受
講

料
、
参
加
費
、
交
通
費
、
宿
泊

費
の
う
ち
自
己
負
担
分
の
３
分

の
２
の
額
（
た
だ
し
、
宿
泊
費

は
宿
泊
を
伴
う
２
日
以
上
に
わ

た
る
研
修
に
参
加
す
る
場
合
の

み
１
泊
に
つ
き
６
、０
０
０
円
。

６
、０
０
０
円
に
満
た
な
い
と
き

は
実
際
の
支
払
額
。
助
成
額
の

上
限
は
３
０
、０
０
０
円
。
１
人

１
年
度
１
回
）

申
し
込
み
＝

市
民
セ
ン
タ
ー
事
務
室
1
39
・

２
７
６
３

●
あ
な
た
も
出
来
る
！

心
肺
そ
生
法
講
習
会

心
肺
そ
生
法
を
中
心
と
し
た

３
時
間
の
普
通
救
命
講
習
会
で

す
。
講
習
を
修
了
し
た
人
に
は

「
普
通
救
命
講
習
修
了
証
」
を

交
付
し
ま
す
。
動
き
や
す
い
服

装
で
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
12
月
９
日
a
午
前
９
時

〜
正
午
　
会
場
＝
希
望
が
丘
公

民
館
　
定
員
＝
50
人
　
問
い
合

わ
せ
＝
消
防
署
救
急
係
1
35
・

２
１
９
３

●

長
岡
市
米
百
俵
財
団

奨
学
生
募
集

応
募
資
格
＝
次
の
す
べ
て
の
条

件
を
満
た
し
て
い
る
人
①
健
康

か
つ
学
力
優
秀
で
経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
が
困
難
な
人
②
平

成
13
年
３
月
末
日
以
前
か
ら
、

引
き
続
き
市
内
に
住
む
世
帯
の

人
③
平
成
14
年
４
月
、
大
学（
短

大
、
夜
間
部
、
通
信
教
育
部
、

大
学
院
は
除
く
）
へ
入
学
す
る

人
④
他
の
奨
学
金
を
受
け
て
い

な
い
人
　
募
集
人
数
＝
20
人
程

度
（
一
次
・
二
次
募
集
あ
わ
せ

て
）

申
し
込
み
＝
①
一
次
募

集
…
平
成
13
年
12
月
３
日
b
〜

平
成
14
年
１
月
25
日
f
②
二
次

募
集
…
平
成
14
年
３
月
４
日
b

〜
３
月
22
日
f
に
在
学
・
出
身

の
高
校
ま
た
は
高
専
へ
申
込
書

を
提
出
（
申
込
書
は
学
校
に
あ

り
ま
す
）

採
用
の
決
定
時
期

＝
①
一
次
募
集
…
平
成
14
年
３

月
中
旬
②
二
次
募
集
…
平
成
14

年
４
月
下
旬
　
貸
付
額（
月
額
）

＝
自
宅
通
学
３
０
、０
０
０
円
、

自
宅
外
通
学
４
０
、０
０
０
円

利
息
＝
無
利
息
　
貸
付
期
間
＝

平
成
14
年
４
月
か
ら
在
学
す
る

大
学
の
最
短
修
学
年
限
の
卒
業

期
ま
で
　
返
還
方
法
＝
貸
付
期

間
終
了
後
１
年
据
え
置
き
、
そ

の
後
10
年
以
内
に
年
賦
な
ど
で

返
還
　
問
い
合
わ
せ
＝
庶
務
課

内
7
長
岡
市
米
百
俵
財
団
1
39

・
２
２
０
３

●
油
流
出
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
！

冬
季
間
は
石
油
類
の
河
川
へ

の
流
出
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

暖
房
用
の
灯
油
を
は
じ
め
、
各

種
燃
料
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
点
検
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
給
油
時
に

燃
料
の
流
出
が
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

担
当
＝
環
境
政
策
課
1
24
・
０

５
２
８
、
信
濃
川
水
系
水
質
汚

濁
対
策
連
絡
協
議
会

●
今
年
の
税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

12
月
28
日
f
は
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
第
４
期
分

の
納
期
限
で
す
。
忘
れ
ず
に
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
税
は
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
納

期
ご
と
に
金
融
機
関
へ
出
向
く

手
間
が
な
く
な
り
、
納
め
忘
れ

の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
は
、
預
金
口
座
の
あ

る
金
融
機
関
へ
届
け
出
印
を
お

持
ち
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
口
座
か
ら
の
引
き
落
と

し
は
、
手
続
き
し
た
月
の
翌
月

末
日
分
か
ら
で
す
。

な
お
、
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
共
有
名
義
分
は
個
人

名
義
分
と
は
別
に
口
座
振
替
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
収
納
課
1
39
・

２
２
１
４

●
国
保
・
国
民
年
金
・
介
護
保

険
の
保
険
料
は
所
得
金
額

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金

・
介
護
保
険
の
保
険
料
は
、
所

得
税
や
市
・
県
民
税
の
申
告
の

際
、
そ
の
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

平
成
13
年
中
の
１
年
間
（
１
〜

12
月
）
に
納
め
た
保
険
料
の
合

計
で
、
過
去
の
未
払
保
険
料
の

支
払
分
も
含
み
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
家

族
の
保
険
料
や
免
除
期
間
（
学

生
納
付
特
例
期
間
を
含
む
）
の

追
納
保
険
料
も
対
象
に
な
り
ま

す
。介

護
保
険
の
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
天
引
き
）
さ
れ
た
保
険

料
は
、
徴
収
さ
れ
た
本
人
の
申

告
の
場
合
に
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
を
口
座
振
替

し
て
い
る
人
に
は
、
振
替
分
に

つ
い
て
、
１
月
に
通
知
書
を
お

送
り
し
ま
す
。
所
得
税
や
市
・

県
民
税
の
申
告
の
際
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
は
、
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
国
民
健
康
保
険

は
国
保
医
療
課
1
39
・
２
２
２

０
、
国
民
年
金
は
市
民
課
1
39

・
２
２
５
０
、
介
護
保
険
は
介

護
保
険
課
1
39
・
２
２
４
５

●
小
・
中
学
校
の
入
学
通
知
書

を
お
届
け
し
ま
す

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学

す
る
児
童
の
保
護
者
に
、
入
学

通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、

中
学
校
に
入
学
す
る
生
徒
の
保

護
者
に
は
、
小
学
校
を
通
じ
て

入
学
通
知
書
を
お
届
け
し
ま
す
。

12
月
25
日
こ
ろ
ま
で
に
届
か

な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

入
学
通
知
書
の
住
所
か
ら
転

居
し
た
場
合
は
、
入
学
す
る
学
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問い合わせは消費生活センター1３２・００２２へ
（相談時間は午前9時30分～午後4時）

生活苦でお金に困り、貸金業者から
借金をしてお金を返し続けているが…

Ｑ：　以前、サラ金から借金
をして債務整理をしたこ
とがあり、それ以降、業
者からダイレクトメール
が届くようになった。生
活苦でお金に困り、つい
その業者に借金を申し込み、月々返済しているが、
いくら返しても返済が終わらない。

Ａ：　この貸金業者は、「低金利、担保・保証人不要、
すぐ振り込み」などの広告で巧みに誘い、実際は、
出資法の上限金利の年29.2％を超える利息をとっ
ていました。
相談者は、すでに払うべき金額を支払っていた
ので、今後の支払いをしないことで解決しました。
長引く不況のもとで、サラ金やクレジットなど
から多額の債務を抱えて返済困難に陥る人が増え
ています。その多くは貸金業者の催促や取り立て
を恐れて、借金返済のために借金を重ねています。
債務整理方法には、任意整理、調停、個人再生
手続き、自己破産などがあります。ご相談くださ
い。

手
続
き
・�

制
　
度�

募
　
集�

く
ら
し�

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

■
お
年
寄
り
の
よ
ろ
ず
相
談（
無
料
）

1
０
２
５
・
２
８
５
・
４
１
６
５

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
で
は
、
お
年
寄
り
や
そ
の
家
族
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
（
秘
密
厳
守
）。

日
時
＝
毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
土
・
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）

■
暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
（
無
料
）

金
融
・
税
金
・
相
続
な
ど
の
相
談

に
専
門
家
が
答
え
ま
す
（
手
紙
で
・

秘
密
厳
守
）。

送
付
先
＝
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
う

え
、
〒
９
５
１
―

８
１
１
３
新
潟
市

寄
居
町
３
３
２
の
38
7
新
潟
県
勤
労

者
福
祉
厚
生
財
団
「
暮
ら
し
な
ん
で

も
相
談
室
」
1
０
２
５
・
２
２
８
・

３
４
１
１
へ

償却資産とは土地と家屋以外で、事業のために用いる
ことができる有形固定資産（機械、器具、備品など）を

問い合わせ　資産税課139・2213

〔主な償却資産の例〕

いいます。固定資産税の課税対象で、毎年１月１日現在
の状況を１月31日までに申告することになっています。

償却資産の申告をお忘れなく

構築物
受変電設備
舗装路面
消雪設備
門　フェンス
側溝　広告塔
野立看板など

機械および装置
旋盤　ミシン
モーター
プレス機
ブルドーザー
走行クレーン
ボイラーなど

船　舶
一般船舶
ボート
モーターボート
ヨット
漁船
釣船など

航空機
飛行機
ヘリコプター
グライダーなど

車両および運搬具
フォークリフト
台車
構内運搬具など
（自動車税、軽自
動車税の課税対象
は除く）

工具・器具および備品
コピー機
パソコン
エアコン
冷蔵庫
作業用工具
陳列ケースなど

期
日�

肩
や
膝
な
ど
の
痛
み�

を
和
ら
げ
る
運
動
や�

リ
ハ
ビ
リ
方
法
な
ど�

中
高
年
の
心
身
の
悩�

み
や
介
護
家
族
の
ス�

ト
レ
ス
な
ど�

理
学
療
法
士�

���

臨
床
心
理
士�

肩
や
膝
な
ど
の
痛
み�

を
和
ら
げ
る
運
動
や�

リ
ハ
ビ
リ
方
法
な
ど�

寝
た
き
り
や
痴
呆
予�

防
、健
康
管
理
な
ど�

理
学
療
法
士�

���

保
健
婦�

12/13�
e

27�
e

相
談
内
容�

担
　
当�

足
腰
お
達
者
ク
ラ
ブ
で
（
11
月

21
日
・
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や
う

ち
）左

か
ら
佐
藤
好
弘
さ
ん
、
平
沢

文
男
さ
ん
、
小
酒
井
佐
弘
さ
ん

▲

（ ）財
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特に記載のないものは、電話で申し込
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●
12
月
11
日
　
〜
31
日
　
は

年
末
の
交
通
事
故
防
止

運
動
期
間
で
す

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
師
走
で
す
　
無
事
故
で
一

年
　
し
め
く
く
り
」

昨
年
を
上
回
る
交
通
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
冬
は

積
雪
や
道
路
の
凍
結
に
よ
る
ス

リ
ッ
プ
事
故
の
危
険
が
あ
り
ま

す
。交

通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ

い
。

〈
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
へ
〉

●

雪
道
用
タ
イ
ヤ
の
早
期
装
着

●

無
理
な
追
い
越
し
は
し
な
い

●

安
全
な
速
度
と
車
間
距
離
を

守
る

●

迷
惑
駐
車
は
し
な
い

●

飲
酒
運
転
は
し
な
い

〈
歩
行
者
の
み
な
さ
ん
へ
〉

●

飛
び
出
し
は
し
な
い

●

車
の
直
前
直
後
の
横
断
は
し

な
い

●

外
出
時
は
明
る
い
服
装
や
反

射
材
を
身
に
つ
け
る

担
当
＝
防
災
課
1
39
・
２
２
０

６●
自
転
車
・
バ
イ
ク
を

冬
期
間
あ
ず
か
り
ま
す

長
岡
駅
東
口
自
転
車
駐
車
場

（
地
上
）で
は
、
冬
期
間
、
自
転

車
と
バ
イ
ク（
50
cc
以
下
）を
お

預
か
り
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

期
間
＝
12
月
25
日
〜
来
年
３
月

24
日
（
期
間
中
の
出
し
入
れ
は

で
き
ま
せ
ん
）

料
金
＝
自
転

車
３
、０
０
０
円
、
バ
イ
ク
４
、５

０
０
円
　
申
し
込
み
・
搬
入
＝

12
月
15
日
g
〜
25
日
c
に
直
接

駐
車
場
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
東

口
自
転
車
駐
車
場
1
34
・
１
６

７
８
、
大
手
口
駐
車
場
1
33
・

２
３
４
５

●
日
赤
社
費
募
集
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
13
年
度
の
社
費
募
集
総

額
は
２
、１
０
７
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
新
規
ご
加

入
と
、
協
力
委
員
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

社
費
は
、
国
内
外
へ
の
災
害

救
助
活
動
や
救
援
物
資
交
付
、

災
害
死
亡
者
弔
慰
金
、
救
急
法

の
講
習
会
な
ど
、
市
地
区
は
じ

め
国
際
赤
十
字
事
業
を
行
う
活

動
資
金
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
総
務
課
内

日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
長

岡
市
地
区
事
務
所
1
39
・
２
２

１
７

●
障
害
者
情
報
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
支
援
事
業
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

パ
ソ
コ
ン
の
周
辺
機
器
を
使

用
し
な
け
れ
ば
パ
ソ
コ
ン
の
操

作
が
困
難
な
人
に
、
そ
の
購
入

費
用
の
助
成
を
行
う
制
度
が
で

き
ま
し
た
。

対
象
＝
視
覚
ま
た
は
上
肢
に
か

■
里
親
制
度
の
お
知
ら
せ

里
親
制
度
は
、
児
童
の
幸
せ
の
た

め
に
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
養
子
縁
組
み
型
と
、
里
子
が
18

歳
ま
で
の
養
子
型
が
あ
り
ま
す
。

里
親
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り

た
い
人
は
長
岡
児
童
相
談
所
1
35
・

８
５
０
０
へ
ど
う
ぞ
。

■
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
新
潟

主
管
支
所
1
０
２
５
・
２
８
３
・

１
１
４
１
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
交
通
遺
児
等
へ
の

育
成
資
金
（
無
利
子
）貸
付

対
象
＝
０
歳
〜
中
学
校
卒
業
の
子
ど

も（
申
し
込
み
は
そ
の
保
護
者
）
貸

付
金
額
＝
①
一
時
金
１
５
５
、０
０
０

円
（
初
め
に
）②
中
学
校
卒
業
ま
で
毎

月
２
０
、０
０
０
円
③
小
・
中
学
校
入

学
時
（
入
学
支
度
金
）４
４
、０
０
０
円

返
還
方
法
＝
月
賦
、
半
年
賦
、
年
賦

か
ら
選
択
に
よ
る
均
等
払
い
　
返
還

期
間
＝
中
学
校
卒
業
後
、
１
年
据
え

置
い
て
か
ら
20
年
以
内（
高
校
・
大
学

に
進
学
の
場
合
、
在
学
期
間
は
返
還

猶
予
）

②
重
度
後
遺
障
害
者
へ
の

介
護
料
支
給

対
象
＝
①
「
特
Ⅰ
種
」
受
給
資
格
者

…
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
人（
自

賠
責
保
険
後
遺
障
害
等
級
１
級
３
号

認
定
者
お
よ
び
相
当
者
）
の
う
ち
最

重
度
の
人
②
「
Ⅰ
種
」
受
給
資
格
者

…
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
人（
自

賠
責
保
険
後
遺
障
害
等
級
１
級
３
号

認
定
者
お
よ
び
相
当
者
）の
う
ち
「
特

１
種
」
を
除
い
た
人
③「
Ⅱ
種
」
受
給

資
格
者
…
随
時
の
介
護
を
必
要
と
す

る
人
（
自
賠
責
保
険
後
遺
障
害
等
級

か
わ
る
身
体
障
害
者
手
帳
１
・

２
級
所
持
者
で
、
パ
ソ
コ
ン
の

使
用
に
よ
り
社
会
参
加
が
見
込

ま
れ
、
周
辺
機
器
な
ど
を
使
用

し
な
け
れ
ば
パ
ソ
コ
ン
操
作
が

困
難
な
人
（
す
で
に
こ
の
事
業

の
助
成
を
受
け
た
人
は
除
く
。

ま
た
、
所
得
制
限
あ
り
）

助

成
額
＝
助
成
対
象
周
辺
機
器
な

ど
の
購
入
費
の
３
分
の
２
以
内

で
10
万
円
限
度
　
問
い
合
わ
せ

＝
福
祉
相
談
課
1
39
・
２
２
１

８

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�
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●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て
（
12
月
27
日
と
１
月
３
日
は
お
休
み
し
ま
す
）

彩
る
野
草
の
一
つ
と
し
て
歌
や

俳
句
に
詠
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
は
野
原
な
ど
で

姿
を
見
か
け
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
仲
間
の
「
ム
ラ
サ
キ
ウ

マ
ゴ
ヤ
シ
」
は
、
飼
料
作
物
と

し
て
栽
培
の
歴
史
は
古
く
、
緑

肥
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
最
近
で
は
、
ア
ル
フ
ァ

ル
フ
ァ
と
呼
ば
れ
、
そ
の
種
子

が
モ
ヤ
シ
の
一
種
と
し
て
食
用

に
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
国
で
は
、

ご
飯
に
炊
き
込
ま
れ
た
り
、
酒

も
醸
造
さ
れ
た
り
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ

野
や
川
の
土
手
な
ど
に
生
え

る
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
科
の
多
年

性
の
つ
る
草
で
す
。

花
も
実
も
風
変
わ
り
で
、
７

月
か
ら
９
月
こ
ろ
に
紫
色
の
花

が
ラ
ッ
パ
状
に
咲
き
、
花
が
終

わ
っ
た
後
に
球
形
の
実
を
つ
け

ま
す
。
こ
の
実
の
形
が
、
荷
物

を
引
く
馬
の
首
に
つ
る
す
鈴
の

形
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
ウ

マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
（
馬
の
鈴
草
）」

と
い
う
名
が
つ
き
ま
し
た
。

こ
の
仲
間
に
は
、
オ
オ
バ
ノ

ス
ズ
ク
サ
が
あ
り
ま
す
。
ジ
ャ

コ
ウ
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
の
幼
虫
が

こ
の
葉
を
食
べ
る
の
で
、
チ
ョ

ウ
を
飼
育
す
る
た
め
に
栽
培
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ウ
マ
ノ
ア
シ
ガ
タ

「
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
（
金
鳳
花
）」

の
名
前
で
広
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
正
し
く
は
「
ウ
マ
ノ
ア

シ
ガ
タ（
馬
の
脚
形
）」
と
い
い
、

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
は
こ
の
八
重
咲
き

の
も
の
を
さ
し
ま
す
。
根
元
の

葉
の
形
が
馬
の
蹄
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

別
名
コ
マ
ノ
ア
シ
ガ
タ
と
も

呼
ば
れ
る
こ
の
草
は
、
４
月
か

ら
６
月
こ
ろ
に
黄
色
で
つ
や
の

あ
る
５
弁
花
を
開
花
さ
せ
ま
す
。

山
野
に
普
通
に
見
ら
れ
る
草
で

す
が
、
実
は
有
毒
植
物
で
す
。

屋
久
島
産
の
ヒ
メ
ノ
ア
シ
ガ

タ
は
、
山
野
草
の
愛
好
家
が
寄

せ
植
え
な
ど
に
し
て
栽
培
し
て

い
ま
す
。

ウ
マ
グ
リ

マ
ロ
ニ
エ
や
西
洋
ト
チ
ノ
キ

と
い
っ
た
ほ
う
が
わ
か
り
や
す

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

マ
ロ
ニ
エ
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
、

花
の
都
パ
リ
の
初
夏
を
彩
る
花

と
し
て
有
名
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
地
で
広
く
植
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

マ
ロ
ニ
エ
の
和
名
は
「
ウ
マ

グ
リ
（
馬
栗
）」。
由
来
は
、
そ

の
実
が
馬
の
病
気
に
と
て
も
よ

く
効
い
た
と
い
う
説
と
、
葉
柄

の
落
ち
た
跡
が
、
樹
皮
に
馬
蹄

形
に
残
る
た
め
と
い
う
説
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
「
う
ま
」
の

名
の
つ
く
植
物
に
は
、
道
端
や

草
地
で
よ
く
見
ら
れ
る
、
タ
デ

科
の
ギ
シ
ギ
シ
（
別
名
「
ウ
マ

ノ
ス
カ
ン
ポ
」）な
ど
が
あ
り
ま

す
。

植
物
に
は
「
う
ま
」
の
名
の

つ
く
も
の
が
案
外
多
く
、
そ
の

名
の
由
来
も
馬
に
関
係
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

ウ
マ
ゴ
ヤ
シ

江
戸
時
代
に
渡
来
し
た
と
い

わ
れ
る
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
の

マ
メ
科
の
一
・
二
年
草
。
馬
の

よ
い
飼
料
と
な
る
の
で
「
ウ
マ

ゴ
ヤ
シ
（
馬
肥
や
し
）
」
と
い

う
名
が
つ
い
た
よ
う
で
す
。

黄
色
い
蝶
の
形
の
小
さ
な
花

が
、
葉
の
わ
き
に
数
個
集
ま
っ

て
咲
く
ウ
マ
ゴ
ヤ
シ
は
、
春
を

「
う
ま
」
の
名
の
つ
く
植
物

今
年
も
は
や
残
り
一
月
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
、
平
成
14
年
の
干
支
は
「
う
ま
」。
天
馬
が
空
を
駆
け
る

よ
う
な
、
明
る
く
希
望
の
持
て
る
年
に
な
る
と
よ
い
も
の
で
す
。

今
月
は
、
来
年
の
干
支
に
ち
な
み
、
「
う
ま
」
の
名
の
つ
く

植
物
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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▲ムラサキウマゴヤシ

▲ウマノアシガタ

２
級
３
号
ま
た
は
４
号
認
定
者
お
よ

び
相
当
者
）

支
給
金
額
＝
月
額
で

次
の
と
お
り
（
介
護
の
要
す
る
費
用

の
負
担
に
応
じ
て
上
限
額
ま
で
の
範

囲
で
支
給
。
短
期
入
院
に
か
か
る
費

用
は
左
記
と
別
枠
で
助
成
）
①
常
時

の
介
護
が
必
要
な
人
の
う
ち
最
重
度

後
遺
障
害
診
断
書
で
症
状
が
最
重
度

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人
…
６
８
、４

４
０
円
〜
１
３
６
、８
８
０
円
②
①
以

外
の
常
時
の
介
護
が
必
要
な
人
…
５

８
、５
７
０
円
〜
１
０
８
、０
０
０
円
③

随
時
の
介
護
が
必
要
な
人
…
２
９
、２

９
０
円
〜
５
４
、
０
０
０
円

え
　
と

か

ち
ょ
う

ひ
づ
め

よ
う
へ
い

ば
　
て
い

▲ウマノスズクサ

（ ）火

（ ）月

表
彰
式
は
、
11
月
20
日
に
市

役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
多
年
長
岡
市
立
大
島
小
学
校

の
卒
業
生
に
手
作
り
の
記
念
品

を
贈
り
続
け
ら
れ
た
模
範
的
行

為
川
村
　
正
雄
（
大
島
新
町
４
）

▼
多
年
シ
ダ
植
物
を
調
査
研
究

し
、
そ
の
標
本
約
４
万
点
お
よ

び
目
録
を
長
岡
市
立
科
学
博
物

館
に
寄
贈
さ
れ
た
功
績

牧
野
　
恭
次

（
新
潟
市
新
通
西
２
）

▼
多
年
長
岡
市
公
立
学
校
通
学

区
域
審
議
会
委
員
と
し
て
学
校

教
育
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
功

績
今
井
　
恒
美
（
高
畑
町
）

貝
　
　
　
武
（
花
園
１
）

▼
多
年
長
岡
市
柔
道
会
役
員
と

し
て
体
育
の
向
上
に
寄
与
さ
れ

た
功
績

浅
野
　
栄
一
（
中
島
６
）

三
浦
　
敬
一
（
渡
里
町
）

▼
多
年
長
岡
市
卓
球
協
会
役
員

と
し
て
体
育
の
向
上
に
寄
与
さ

れ
た
功
績

松
本
　
邦
夫
（
宮
本
町
３
）

▼
多
年
長
岡
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
役
員
と
し
て
体
育
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
た
功
績

小
林
　
一
男
（
日
赤
町
１
）

▼
多
年
学
校
歯
科
医
と
し
て
児

童
生
徒
の
保
健
衛
生
お
よ
び
体

位
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

清
水
　
　
努
（
学
校
町
３
）

中
川
　
　
昭
（
城
内
町
２
）

▼
多
年
長
岡
市
地
域
子
ど
も
会

の
育
成
お
よ
び
組
織
の
拡
充
・

強
化
に
尽
力
さ
れ
青
少
年
の
健

全
育
成
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

神
保
み
ゆ
き
（
四
郎
丸
４
）

長
岡
市
教
育
委
員
会
表
彰

晴
れ
の
受
賞
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

☆BSNラジオ
「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時35分から

２分間

☆エヌ・シィ・ティ
「市のお知らせ」
毎週月曜日の午後６時から４分間

☆ＦＭながおか
「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時45分～52分、

午後４時40分～47分

☆長岡市ホームページ
http://www.city.nagaoka.niigata.jp
暮らしのガイド、市長の手紙、イベ

ント行事案内などを掲載

▲長岡市だよりでは市の催しや各種手続き、
制度のお知らせなどをお伝えしています。
みなさんぜひお聞きください。

市からのお知らせ

▲長岡駅東口自転車駐車場



～ご利用ください！エコトピア寿～
所 在 地＝寿３の６の30（環境衛生センター北側）
開館時間＝平日・土曜日・祝日…午前10時～午後８時、

日曜日…午前10時～午後５時
休 館 日＝毎週月曜日（月曜日が休日の場合はその翌

日）、年末年始（12月28日～１月４日）
施　　設＝浴室、温水プール、大広間、和個室、ゲー

トボール場、駐車場（100台程度）
路線バス＝長岡駅大手口13番線発「エコトピア寿」行

（昭和通り経由）に乗車、終点で下車
◆入館料◆

浴室、温水プール、大広間、ゲートボール場を利用
できます。３歳以下は無料。高齢者は65歳以上。団体
は引率者のある20人以上。
和個室専用使用料（１時間当たり）は第１和室（20
畳）80 0円、第２和室（15畳）60 0円。

問い合わせ＝エコトピア寿1２４・９３２２

長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

●
工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

製
造
業
の
全
事
業
所
を
対
象

に
、
12
月
31
日
現
在
で
全
国
一

斉
に
工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ

ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目

的
で
、
調
査
結
果
は
、
各
種
行

政
施
策
等
の
広
い
分
野
で
活
用

さ
れ
ま
す
。

平
成
11
年
の
調
査
結
果
で
は

長
岡
市
の
製
造
品
出
荷
額
は
、

１
位
…
電
気
機
械
器
具
製
造
業
、

２
位
…
一
般
機
械
器
具
製
造
業
、

３
位
…
精
密
機
械
器
具
製
造
業

で
し
た
。

12
月
中
旬
か
ら
１
月
中
旬
に

か
け
て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
庶
務
課
1
39
・

２
２
４
８

●
環
境
家
計
簿
（
無
料
）
を

つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

平
成
14
年
版
の
カ
レ
ン
ダ
ー

付
き
環
境
家
計
簿
は
、
家
庭
で

の
電
気
や
ガ
ス
・
灯
油
な
ど
の

使
用
量
や
ご
み
の
量
を
記
録
す

る
こ
と
で
、
環
境
に
や
さ
し
い

暮
ら
し
や
家
計
の
節
約
に
役
立

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

配
布
先
＝
環
境
政
策
課
、
各
公

民
館
、
各
図
書
館
、
市
民
セ
ン

タ
ー
１
階
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ

ー
、
市
役
所
１
階
市
民
情
報
ラ

ウ
ン
ジ
　
問
い
合
わ
せ
＝
環
境

政
策
課
1
24
・
０
５
２
８

●
冬
の
火
災
予
防

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る

と
き
は
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま

し
ょ
う

●

石
油
ス
ト
ー
ブ
は
使
用
す
る

前
に
点
検
を
す
る

●

給
油
す
る
と
き
は
必
ず
火
を

消
す

●

給
油
口
の
キ
ャ
ッ
プ
は
確
実

に
し
め
る

●

給
油
の
と
き
こ
ぼ
れ
た
油
は

ふ
き
と
る

●

ス
ト
ー
ブ
の
上
で
洗
濯
物
を

乾
か
さ
な
い

●

燃
え
や
す
い
も
の
を
近
く
に

置
か
な
い

●

ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
子
ど
も

を
遊
ば
せ
な
い

担
当
＝
消
防
本
部
予
防
課
1
35

・
２
１
９
０

27 26

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見�

正面に「十日町村道路元標」と刻ま
れています。もともとは県道滝谷・三
和線の三差路の手前に建っていました。
現在は、十日町公民館の入口前にあり
ます。

▲道路元標（十日町）
道
路
元
標

ど
う
　
ろ
　
げ
ん
ぴ
ょ
う

７1

私
た
ち
の
周
辺
に
は
、
路
傍
の

石
仏
や
か
つ
て
の
街
道
の
跡
な
ど

年
月
が
過
ぎ
た
こ
と
で
、
忘
れ
去

ら
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
道
路
元
標
も
そ
の

一
つ
で
す
。

大
正
八
年（
一
九
一
九
）、
最
初

の「
道
路
法
」
が
公
布
さ
れ
、
翌
年

四
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

法
律
で
造
ら
れ
た
も
の
が
、
路
線

の
起
点
・
終
点
ま
た
は
通
過
地
を

表
示
す
る
道
路
元
標
で
し
た
。
道

路
元
標
は
、
各
市
町
村
に
一
カ
所

設
置
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
形

は
、
二
十
五
セ
ン
チ
四
方
で（
先

端
は
丸
形
）、
高
さ
六
十
セ
ン
チ
、

材
質
は
耐
久
性
の
あ
る
も
の
と
統

一
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
府
県
知
事
が
設
置
場
所

を
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

市
町
村
の
役
場
の
近
く
な
ど
に
設

置
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

大
正
八
年
の
市
域
に
は
長
岡
市

の
ほ
か
古
志
郡
富
曽
亀
村
、
四
郎

丸
村
、
上
組
村
な
ど
二
十
の
村
が

あ
り
、
二
十
一
基
の
道
路
元
標
が

存
在
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
道
路
元
標
の
多
く
は
、

昭
和
二
十
七
年（
一
九
五
二
）に
新

「
道
路
法
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

（
道
路
を
一
級
国
道
、
二
級
国
道
、

都
道
府
県
道
、
市
町
村
道
の
四
種

に
区
分
）
や
戦
後
の
高
度
経
済
成

長
で
道
路
の
改
良
が
進
ん
だ
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
姿
を
消
し
て
い

き
ま
し
た
。

現
在
、
十
日
町
村
、
栖
吉
村
、

関
原
村
、
宮
本
村
、
大
積
村
の
五

基
の
道
路
元
標
の
存
在
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

市議会を傍聴しませんか

市議会の本会議や委員会を公開しています。
みなさん、気軽においでください。

時間＝本会議…午後１時から
常任委員会…午前10時から
議会運営委員会…午前11時30分から

定員＝本会議…65人（車いす２人含む）
委員会…７人

問い合わせ＝議会事務局139・2244

市議会12月定例会の日程�

19日d

18日c

17日b

議　場�

�
21日f

第二委員会室�

第二委員会室�

第三委員会室�

会　議　名�期　日� 会　　場�

12日d

14日f

�
11日c �

議　場�

�
第一委員会室�

議会運営委員会�
本会議（招集日）�

総務委員会�
建設委員会�
文教社会委員会�

本会議（最終日）�
議会運営委員会�

本会議（予備日）�
産業環境委員会�

●
本
庁
な
ど
の
窓
口
業
務

市
役
所
の
休
日
は
、
12
月
29

日
g
〜
１
月
３
日
e
で
す
。

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の

業
務
も
12
月
29
日
g
〜
１
月
３

日
e
休
み
ま
す
。

な
お
、
12
月
28
日
f
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
青
葉
台

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
証

明
発
行
業
務
は
午
後
５
時
ま
で

で
す
。

●
主
な
施
設
の
休
日

①
次
の
施
設
の
休
日
は
12
月
28

f
〜
１
月
４
日
f
で
す
。

・
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

・
市
立
劇
場

・
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
け
さ
じ
ろ

・
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
ま
き
や
ま

・
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や
う
ち

・
地
区
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

・
サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡

・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

・
産
業
展
示
室
（
ハ
イ
ブ
長
岡

内
）

・
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン

タ
ー

・
栖
吉
活
性
化
セ
ン
タ
ー

・
市
民
体
育
館
・
南
部
体
育
館

・
北
部
体
育
館

・
厚
生
会
館

・
悠
久
山
屋
内
プ
ー
ル

・
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

・
中
央
公
民
館
・
地
区
公
民
館

・
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー

・
中
央
図
書
館
・
科
学
博
物
館

・
郷
土
史
料
館
・
児
童
館

・
千
秋
が
原
ふ
る
さ
と
の
森
ア

ト
リ
ウ
ム

・
エ
コ
ト
ピ
ア
寿

②
次
の
施
設
の
休
日
は
12
月
27

日
e
〜
１
月
４
日
f
で
す
。

・
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
ふ
そ
き

・
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー

・
互
尊
文
庫

・
西
地
域
図
書
館

・
南
地
域
図
書
館

・
北
地
域
図
書
館

③
自
転
車
駐
車
場
の
休
日
は
、

１
月
１
日
-
〜
３
日
e
で
す（
12

月
31
日
の
営
業
時
間
は
午
後
６

時
ま
で
、
４
日
以
降
は
平
常
ど

お
り
）。

④
大
手
口
駐
車
場
、
大
手
通
り

地
下
駐
車
場
、
表
町
駐
車
場
は
、

休
ま
ず
営
業
し
ま
す
（
た
だ
し
、

大
手
口
駐
車
場
は
12
月
31
日
b

・
１
月
１
日
-
は
午
前
９
時
〜

午
後
６
時
、
１
月
２
日
d
・
３

日
e
は
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
。

大
手
通
り
地
下
駐
車
場
は
12
月

31
日
b
午
前
７
時
〜
午
後
６
時
、

１
月
１
日
-
〜
３
日
e
午
前
８

時
〜
午
後
６
時
）。

年
末
年
始
の
市
の
業
務
の
ご
案
内

12
月
31
日
〜
１
月
３
日
の

急
患
診
療
体
制

①
内
科
（
小
児
科
）
・
外
科
は
、

休
日
急
患
診
療
所
1
35
・
８
２

５
５
（
西
千
手
２
の
５
の
１
健

康
セ
ン
タ
ー
内
）
へ

②
歯
科
は
、
休
日
急
患
歯
科
診

療
所
1
33
・
９
６
４
４
（
西
千

手
２
の
５
の
１
健
康
セ
ン
タ
ー

内
）
へ

③
産
婦
人
科
は
在
宅
当
番
医
制

で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
休
日

急
患
診
療
所
1
35
・
８
２
５
５

へ④
夜
間
の
当
番
病
院

※
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て
は

28
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

期
日�

午
前
10
時
〜
11
時
30
分�

午
後
1
時
〜
2
時
30
分�

12／31b
～1／3e

受 

付 

時 

間�

期
日�

1
28
・
3
6
0
0
�

1
33
・
3
1
1
1
�

1
28
・
3
6
0
0
�

1
35
・
3
7
0
0

長
岡
赤
十
字
病
院�

立
川
綜
合
病
院�

長
岡
赤
十
字
病
院�

長
岡
中
央
綜
合
病
院�

12／31�
b

1／1�
-

2�
d

3�
e

当
番
病
院�

時
　
　
間�

期
日�

午
後
1
時
〜
4
時
30
分�

午
前
10
時
〜
11
時
30
分�

午
後
1
時
〜
2
時
30
分�

1／1-
～3e

12／31�
b

受 

付 

時 

間�

ごみの焼却余熱を浴場や温水プールに有効利用する
「エコトピア寿」の入場者数が、開館 1 8 0日目となっ
た11月７日、５万人を突破しました。
子どもからお年寄りまで気軽に利用できるこの施設

には、４月12日のオープ
ン以来、市内外から市の
予想を大幅に上回る数の
利用者が訪れています。
５万人目の入場者とな
った与板町の丸山好子さ
ん（写真右）は、「プー
ルとお風呂の両方を使え
るところが気に入って、
10月からたびたび利用し
ています。これからもぜ
ひ利用したいですね」と
話してくれました。

ミ
ニ�

ニ
ュ
ー�

　
　
ス�

▲花束と記念品を受け取る丸山
さん（11月７日・エコトピア寿
で）

エコトピア寿の
入場者が5万人を突破！

高 齢 者�
350円�
3,500円�
6,300円�
280円�

一　  般�
500円�
5,000円�
9,000円�
400円�

高 校 生�
350円�
3,500円�
6,300円�
280円�

中学生以下�
250円�
2,500円�
4,500円�
200円�

個　人　券�
回数券（11枚つづり）�
半　年　券�
団　体　券�

▲長岡市環境家計簿


